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広報たけた

　　　　　　　　　  （ 前 月 比 ）　
人　口　21,008　人（－   19人 ）
男　性　  9,846　人（－      5人 ）
女　性　11,162　人（－   14人 ）
世帯数　10,119世帯（－    9世帯 ）
※令和２年10月１日現在の住民基本台帳による

今月の誌面ガイド   Lineup

   2  公共不動産について考えよう
   4  竹田の「星」再発見②
   5  国道57号 北側復旧ルート、現道部 開通／

荻町まちおこし有限会社　経営陣新たに
   9  幻の声楽コンクール／まるごと博物館
22  市長コラム「有由有縁」
23  第72回  画聖「田能村竹田」先生をしのぶ

美術祭　紙上作品展

人口のうごき

■題字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

熊
本
が

　
　
近
く
な
る
！

　
　
　
　

 
国
道
57
号　

開
通
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旧
南
山
荘

　

平
成
28
年
３
月
ま
で
養
護
老
人

ホ
ー
ム
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
し
た

が
、
約
３
年
半
、
無
人
の
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。
建
物
、
敷
地
が
広
く
、

厨
房
も
あ
る
こ
と
か
ら「
利
用
の
可

能
性
は
幅
広
い
」と
い
う
意
見
が
あ

る
一
方
、
部
分
的
な
活
用
で
あ
っ
た

と
し
て
も
改
修
、
解
体
費
が
か
か
る

た
め
、
物
件
取
得
費
が
安
く
な
い
と

事
業
展
開
し
づ
ら
い
と
の
声
が
多
く

上
が
り
ま
し
た
。

旧
辻
邸

　

築
90
年
の
古
民
家
で
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
交
流
・
滞
在
拠
点
と
し
て
運

用
で
き
る
仕
組
み
を
探
っ
て
い
ま
す
。

　

建
物
の
趣
や
立
地
の
良
さ
に
可
能

性
を
感
じ
る
方
が
多
く
、
居
住
し
な

が
ら
改
修
・
運
営
を
行
う
と
い
っ
た

ア
イ
デ
ア
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

一
方
、
ア
ー
ト
の
縛
り
が
あ
る
と

事
業
と
し
て
限
定
的
に
な
る
た
め
、

運
営
に
自
由
度
が
欲
し
い
と
い
っ
た

要
望
が
大
半
で
し
た
。

 

ド
イ
ツ
村

簡
易
宿
泊
施
設

　

社
会
教
育
施
設
と
し
て
平
成
６
年

に
直
入
町
が
設
置
。
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
、

吹
奏
楽
部
の
強
化
合
宿
な
ど
に
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
数
は
伸

び
悩
ん
で
お
り
、
収
入
と
維
持
経
費

の
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
課
題
で
す
。

　

周
辺
環
境
は
良
い
も
の
の
、
社
会

教
育
施
設
と
し
て
の
制
限
に
よ
り
、

使
用
料
が
安
い
こ
と
や
個
人
利
用
が

で
き
な
い
こ
と
な
ど
が
民
間
参
入
の

課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

神
の
里
交
流
セ
ン
タ
ー「
緒
環
」

＆
神
原
キ
ャ
ン
プ
場

　

い
ず
れ
の
施
設
も
、
地
元
住
民
の

皆
さ
ん
に
よ
っ
て
大
切
に
維
持
管
理

さ
れ
て
い
る
た
め
、
痛
み
が
少
な
く

よ
い
状
態
で
す
。「
緒
環
」は
高
齢
化

に
よ
る
担
い
手
不
足
、
長
期
的
な
運

営
が
課
題
で
す
。

　

現
在
は
営
業
を
休
止
し
て
い
る
神

原
キ
ャ
ン
プ
場
の
見
学
は
、
天
候
不

良
に
も
関
わ
ら
ず「
雰
囲
気
が
よ
く

ワ
ク
ワ
ク
し
た
」、「
バ
ン
ガ
ロ
ー
の

形
が
独
特
で
面
白
い
」な
ど
、
今
回

の
ツ
ア
ー
最
大
の
盛
り
上
が
り
で
し

た
。
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
人
材
と
地
域

住
民
が
連
携
し
な
が
ら
、
山
登
り
や

釣
り
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
の

連
携
、
移
動
手
段
の
魅
力
化
な
ど
、

ソ
フ
ト
を
含
め
た
個
性
的
な
更
新
を

行
う
こ
と
で
、「
こ
こ
に
来
る
目
的
」

を
つ
く
り
、
エ
リ
ア
と
し
て
の
魅
力

を
向
上
さ
せ
て
い
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
あ
る
と
い
っ
た
前
向
き
な
意
見
が

多
数
出
ま
し
た
。

公
共
不
動
産

に
つ
い
て
考
え
よ
う

　

竹
田
市
に
は
、
市
町
合
併
に
よ
り
増
加
し
た
遊
休
資
産
や
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
が
多
数

存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
用
方
法
を
考
え
る
た
め
に
、
10
月
７
日
、
８
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ

て「
公
共
不
動
産
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
ツ
ア
ー
」を
行
い
ま
し
た
。
大
学
、
不
動
産
関
係
者
な
ど
16
人

が
市
内
８
か
所
の
施
設
を
回
り
、
ど
の
よ
う
な
活
用
が
で
き
る
か
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

↑旧辻邸

↑神原キャンプ場管理棟

↑バンガロー

【ツアースケジュール】
1日目（10月７日㈬）
13:00 旧南山荘
14:30 旧辻邸
16:00 ドイツ村簡易宿泊施設
17:00 直入エリアの地域づくり紹介

２日目（10月８日㈭）
9:00 竹田温泉「花水月」

10:30 竹田市野外活動施設
11:30 城下町交流館「集」
13:30 神の里交流センター「緒環」
14:20 神原キャンプ場
15:30 意見交換会

※特定の施設のみの見学を含めると、
約30人が参加しました。

↑ドイツ村簡易宿泊施設
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ツ
ア
ー
の
狙
い
と
背
景

　

全
国
の
自
治
体
で
は
、
高
度
経
済

成
長
期
に
整
備
し
た
施
設
が
一
斉
に

老
朽
化
す
る
こ
と
で
、
近
い
将
来
、

大
規
模
修
繕
や
更
新
等
が
必
要
と
な

り
、
多
額
の
維
持
管
理
費
が
発
生
す

る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
合
併
前
の
旧
1
市
３
町

が
、
合
併
す
る
以
前
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
で
保
有
し
て
い
た
施
設
を
引

き
続
き
使
用
し
て
お
り
、
同
じ
時
期

に
建
設
し
た
類
似
施
設
が
多
数
存
在

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内
に
は
公

共
施
設
が
３
０
９
か
所（
令
和
２
年

３
月
末
時
点
）あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ

て
の
施
設
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
と
、

年
間
平
均
26
億
円
程
度
必
要
に
な
る

見
込
み
で
す
。

　

市
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
も
と
、

人
口
減
少
に
よ
り
変
化
し
て
い
く
需

要
に
対
応
し
た
再
配
置
を
進
め
て

い
く
た
め
、
平
成
28
年
２
月
に「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」を
策
定
、

総
合
的
な
管
理
・
経
営
を
推
進
す
る

た
め
の
方
向
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
、

継
続
、
見
直
し（
複
合
化
、
集
約
化
、

転
用
、
減
築
）、
廃
止
な
ど
施
設
の

将
来
方
針
を
検
討
し
、
必
要
に
応

じ
て「
地
域
で
使
う
、
民
間
で
使
う
、

老
朽
化
等
で
使
え
な
い
も
の
は
廃
止

す
る
」な
ど
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
は
、
施
設
ご
と
の

将
来
方
針
を
検
討
し
て
い
く
た
め
に
、

不
動
産
関
係
な
ど
の
民
間
事
業
者
、

金
融
機
関
、
大
学
関
係
者
な
ど
に
施

設
を
公
開
し
、
現
状
や
課
題
を
ふ
ま

え
て
活
用
の
可
能
性
を
調
査
す
る
た

め
実
施
し
ま
し
た
。

　今回のツアーは、なかなか手に入らない公共の
物件の情報を公開し、民間に伝えたいと思い企画
しました。感触は良かったと思います。物件周辺
の地域資源などの情報も現地で体感してもらうこ
とができたと思います。
　今回の物件の中では神原キャンプ場のレトロさ
が気に入りました。

参
加
し
た
方
た
ち
は

大分大学修士１年
後藤  圭耶さん

↑意見交換会の様子

↑物件を見て回る参加者の皆さん

特設サイト QRコード
※施設の様子などを公開しています。
　11月中旬にはツアー当日の様子や、より
　詳細な参加者の意見なども公開予定です。
https://taketa-public-realestate.com/

■老朽化する施設の修繕、改修、建替にかかるコストシミュレーション結果
　全ての施設を維持しようとすると毎年、20億～30億円程度必要。

　ツアーに参加して、行政がここまでオープンにしてくれている
ところに魅力を感じました。利用者側の視点も聞くことができて
参考になりました。印象に残ったのはドイツ村で、長湯の拠点と
して、広域連携の核として活用できるのでは、と感じました。

（Ｈさん）

　さまざまな視点の意見があり、勉強になりまし
た。竹田出身なので、地元の施設が老朽化してい
くよりは、いろいろな人が使う施設に生まれ変わっ
てくれたら嬉しいです。
　キャンプ場は、電波が通じないので、携帯を忘
れられる空間としても魅力的でした。

コーディネーター
地域科学研究所

西田  稔彦さん

　郊外住宅地、地方コミュニティの持続の研究を
しています。
　一番印象に残ったのがキャンプ場で、ここにオ
フィスがあれば働きたいと感じました。次は「集」
で、地域の住民の拠点として、特に子どもやお母
さんが過ごしやすい場所にすれば良いのではない
かと考えました。

大分大学理工学部
准教授

柴田　健さん
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甲
斐
さ
ん
は
昭
和
27
年
生
ま
れ
。

飛
田
川
向
山
手
で
育
ち
、
高
校
ま
で

を
竹
田
で
過
ご
す
。
昭
和
46
年
に
九

州
産
業
大
学
芸
術
学
部
で
デ
ザ
イ
ン

を
専
攻
。
も
の
づ
く
り
に
興
味
を

持
っ
た
き
っ
か
け
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
ポ
ス
タ
ー
だ
と
い
う
。
卒

業
後
は
上
京
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

つ
つ
版
画
に
挑
戦
。
そ
の
後
は
デ
ザ

イ
ン
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
入
社
し
、

手
書
き
の
技
法
を
学
ぶ
。

  

「
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
遺
し
た

い
」と
い
う
思
い
か
ら
、
そ
の
自
由

さ
に
惹
か
れ
、
陶
芸
に
の
め
り
こ
む

よ
う
に
な
る
。
多
く
の
人
に
陶
芸
に

親
し
ん
で
ほ
し
い
と
、
40
歳
の
こ
ろ

東
京
国
分
寺
に
陶
芸
教
室
を
開
き
、

た
く
さ
ん
の
生
徒
を
教
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

転
機
が
訪
れ
た
の
は「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」だ
と
い
う
。
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
竹
田
市
の
募
集
を
見
つ
け
、

故
郷
に
自
分
の
創
作
を
生
か
し
た
貢

献
が
で
き
れ
ば
と
思
い
応
募
。
当
時

の
協
力
隊
は
発
足
し
た
ば
か
り
で
、

２
期
の
同
期
は
18
人
も
い
た
。
任
期

の
３
年
間
は
、「
何
を
や
れ
ば
い
い

か
、
何
が
で
き
る
の
か
分
か
ら
ず
、

み
ん
な
で
試
行
錯
誤
し
た
時
代
だ
っ

た
」と
振
り
返
る
。
陶
芸
を
し
よ
う

に
も
窯
が
な
く
、
穴
を
掘
っ
て
野
焼

き
を
し
た
と
い
う
。
古
代
か
ら
あ
る

手
法
に
改
め
て
の
め
り
こ
み
、
い

ろ
い
ろ
手
を
加
え
て
み
る
こ
と
で
、

「
野の

焼や

き
楽ら
く

」に
た
ど
り
着
い
た
。

　

野
焼
き
と
、
釉ゆ
う

薬や
く

を
つ
け
て
焼
く

楽
焼
を
組
み
合
わ
せ
、
途
中
で
籾
殻

な
ど
に
落
と
し
込
む
こ
と
で
灰
が
付

き
、
独
特
の
味
わ
い
深
い
風
合
い
に

な
る
。
新
し
い
発
見
に「
人
生
、
何

が
ど
う
転
ぶ
か
分
か
ら
な
い
よ
ね
」

と
笑
う
。

　

現
在
は
陶
芸
だ
け
で
な
く
、
絵
画

に
も
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

絵
画
を
描
く
と
き
は
、
特
に
上
下
は

決
め
て
い
な
い
と
い
う
。「
気
分
に

よ
っ
て
回
転
さ
せ
て
眺
め
て
も
い
い

よ
ね
。
こ
う
じ
ゃ
な
い
と
い
け
な

い
、
っ
て
決
ま
り
は
な
い
か
ら
」

　

安
定
さ
よ
り
不
安
定
さ
が
好
き

な
甲
斐
さ
ん
は「
そ
の
時
そ
の
時
で
、

や
り
た
い
こ
と
を“
適
当
”に
や
る
」

そ
う
だ
。「
こ
の
年
ま
で
好
き
な
こ

と
が
で
き
て
い
る
の
は
妻
の
お
か

げ
」と
感
謝
を
忘
れ
な
い
。

　

そ
ん
な
甲
斐
さ
ん
が
挑
戦
し
て
い

る
の
が
、「
土
地
の
記
憶
」を
テ
ー
マ

に
し
た
作
品
群
だ
。
東
京
か
ら
竹
田

に
帰
っ
て
き
た
と
き
に
、
地
元
の
人

の
温
か
さ
に
改
め
て
触
れ
、
彼
ら
の

息
遣
い
が
宿
っ
て
い
る
竹
田
の
土
地

を
表
現
し
た
い
と
思
っ
た
と
い
う
。

　

竹
田
市
歴
史
文
化
館「
由
学
館
」の

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
品
を
展
示
す

る
ほ
か
、
11
月
下
旬
に
は
大
分
の
カ

フ
ェ
で
個
展
を
開
く
。
甲
斐
さ
ん
の

思
い
が
込
め
ら
れ
た
作
品
を
、
ぜ
ひ

見
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

個
展
の
お
知
ら
せ

カ
フ
ェ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

タ
ピ
エ
ス

〒
８
７
０
―

０
９
３
８

大
分
市
今
津
留
３
―

９
―

23

11
月
26
日
㈭
～
30
日
㈪

午
前
10
時
30
分
～
午
後
７
時

竹
田
の「
星
」
再
発
見
②

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
期
と
し
て
３
年
間
務
め
た
甲か

い斐
哲て
つ

哉や

さ
ん
。

任
期
中
に
移
り
住
ん
だ
長
湯
の
地
で
、「
ふ
る
さ
と
竹
田
」を
表
現
す
る

新
し
い
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

ク
リ
エ
イ
タ
ー  

甲
斐 

哲
哉
さ
ん

↑自宅の近くにあるキリシタン墓碑に着想を得た
作品群「INORI」。「INRIとINORI って、一字違い
でしょ？面白いよね」

↑独特の技法「野焼き楽」の様子。「あとは火がやっ
てくれる。毎回表情が違って楽しい」

↑「土地の記憶」をテーマにした作品の１つと一緒に

↑さらなる試みとして、長湯の温泉
に陶器をつけて色を出している。
現在はふるさと納税でも人気だ
が、「長湯のお土産として広めたい」
と意欲を見せる
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　荻の里温泉を運営する荻町まちおこし有限会社が、９月28日に臨時総会を開き取締役２人を改選しました。
　新たに取締役となったのは、株式会社丸福の工藤厚憲社長と、荻の里温泉の佐藤康雄支配人です。工藤新
取締役は「荻の里温泉の安定と存続を願う会」の会長で、６月に地元住民ら2752人分の署名を市長に手渡し
ました。「少しでも力になれればと思う。地域の皆さんの声にこたえていきたい」と工藤新取締役。

　荻の里温泉は、９月から毎日レストランを営業していて、
地元の人たちも利用してくれています。一方で、新型コロ
ナウイルス感染症の影響により、大人数での宴会は行われ
ていません。菅八郎社長は「国道57号の開通を機に、客足
が遠のいてしまっていた熊本方面からの来客を誘致してい
きたい」と話します。数は多くないものの、県外から祖母
山への登山客なども宿泊しているとのこと。
　現在は新型コロナウイルス感染症対策を行いつつ営業し
ています。「地域の皆さんに支えられていて、とてもあり
がたい」と話す菅代表。再びの集客に向け、レストランの
メニュー増加なども検討しているそうです。

　

平
成
28
年
の
熊
本
地
震
に
よ
る
阿

蘇
大
橋
地
区
の
斜
面
崩
落
に
よ
っ
て

通
行
止
め
と
な
っ
て
い
た
国
道
57
号

現
道
部
が
、
10
月
３
日
に
開
通
し
ま

し
た
。
同
時
に
開
通
し
た
北
側
復
旧

ル
ー
ト
は
、
迂
回
路
と
な
っ
て
い
た

ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
沿
う
よ
う
に
約
13

キ
ロ
に
わ
た
っ
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

斜
面
崩
落
の
あ
っ
た
阿
蘇
大
橋
地

区
で
は
、
今
年
３
月
に
斜
面
部
分
の

対
策
が
完
了
。
豊
肥
本
線
も
８
月
８

日
に
開
通
し
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
熊

本
復
興
事
務
所
の
藤
川
真
一
課
長
の

話
に
よ
る
と
、
当
時
の
現
場
は
再

崩
落
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
人
が
作
業

す
る
に
は
危
険
だ
っ
た
た
め
、
多
数

の
作
業
機
械
を
遠
隔
操
作
で
投
入
し
、

作
業
に
あ
た
っ
た
と
の
こ
と
。
こ

の「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
対
応
型
無
人
化

施
工
シ
ス
テ
ム
」は
、
２
０
１
８
年
、

第
７
回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
内
閣

総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
、
午
後
１
時
か
ら
道
の
駅
す

ご
う
で
記
念
式
典
が
開
か
れ
、
市
長

ら
が
来
訪
者
に
記
念
と
し
て
カ
ボ
ス

を
進
呈
。
中
に
は「
熊
本
か
ら
新
し

い
道
路
を
通
っ
て
来
ま
し
た
」と
い

う
方
も
。
大
分
市
か
ら
バ
イ
ク
で
訪

れ
た
水
ノ
江
進
行
さ
ん
は「
こ
れ
か

ら
阿
蘇
に
行
き
ま
す
。
竹
田
は
空
気

が
お
い
し
い
で
す
ね
」と
笑
顔
。

　

ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
迂
回
時
と
比
べ
、

現
道
部
を
通
れ
ば
20
分
ほ
ど
、
北
側

復
旧
ル
ー
ト
を
通
れ
ば
30
分
ほ
ど
の

時
間
短
縮
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
、
阿
蘇
市
と「
阿
蘇
竹
田
ブ

ラ
ン
ド
観
光
地
域
づ
く
り
推
進
協
議

会
」を
組
織
し
、
地
域
の
観
光
資
源

を
活
用
し
、
国
内
外
に
注
目
さ
れ
る

観
光
地
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

道
路
の
開
通
で
、
熊
本
か
ら
の
観
光

客
の
増
加
も
期
待
で
き
ま
す
。

↑新阿蘇大橋と現道部

↑阿蘇大橋地区斜面対策箇所

↑道の駅すごうで記念品を受け取る来訪者

↑新しい経営陣
　（左から工藤取締役、菅社長、佐藤取締役、野田取締役）

国道57号 北側復旧ルート、現道部 開通／荻町まちおこし有限会社 経営陣新たに

荻町まちおこし有限会社
　経営陣新たに

新
阿
蘇
大
橋
は
令
和
３
年
３
月
開
通
予
定

北
側
復
旧
ル
ー
ト

現　

道　

部

国
道
57
号

開
通
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　10月７日、竹田市産のホップを使用したクラ
フトビールの完成報告会が本庁舎で行われまし
た。荻、久住、直入の各地域で栽培されたホッ
プを、宮崎ひでじビール㈱が醸造し、2500本ほ
どのビールが完成しました。
　宮崎ひでじビール㈱の永

なが
野
の

時
とき

彦
ひこ

代表取締役は
「今年はホップの色つやがよく、今までで一番良
い出来になりました。苦みを抑え、フレッシュ
な香りが楽しめると思います」と太鼓判。
　市では平成28年より、農業・観光振興のため、

「ビールの魂」といわれるホップ栽培に取り組ん
でおり、現在３年目です。今年は合計で16.58キ
ロが収穫できましたが、株腐れなどがあったた
め、各栽培場で収穫にばらつきがありました。
　九州竹田市産ホップ研究会の会長で、くじゅ
う花公園の塩

しお

手
て

亨
とおる

取締役社長は、「今後は生産
量を安定して増やせるよう研究していきたい」と、
来年の栽培に向けて目標を語りました。
　ビールは市内道の駅やくじゅう花公園売店、ふ
るさと納税やインターネット販売で取り扱って
います。

寄附金のお礼
　９月、竹田市出身で、現在は北九州市小倉
にお住いの平井英昭さんが、都野小学校、都
野中学校、直入小学校、直入中学校の４校に
各1,000万円ずつ、計4,000万円を寄附してく
ださいました。
　英昭さんは都野小中学校を、奥様は長湯小
学校、直入中学校を卒業され、「生まれ育った
この地域へ恩返しをしたい、子どもたちの教
育に役立ててください」と、思いを寄せてくだ
さいました。巣立った故郷を思い、人材育成
に多大なる貢献をしていただいたことに心よ
り感謝申し上げます。
　いただいた寄附金は、各学校に寄附金活用
委員会を設置し、適正に活用していきます。

竹田市教育委員会

　

９
月
24
日
、
日
本
獣
医
師
会
大
分

支
部
衛え
藤とう
誠まこと
支
部
長
よ
り
、
図
書
費

３
万
円
の
寄
贈
が
あ
り
、
本
庁
舎
教

育
長
室
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
寄
贈
は
、
９
月
20
日
か
ら
26
日

の
動
物
愛
護
週
間
に
あ
わ
せ
て
毎
年

行
わ
れ
て
お
り
、
20
年
以
上
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

衛
藤
支
部
長
は「
畜
産
関
係
の
獣

医
は
、
試
験
の
難
化
や
高
価
な
学
費

な
ど
を
理
由
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、

竹
田
で
も
後
継
者
不
足
に
悩
ま
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
を
読
む
こ
と
で
、
動

物
の
命
の
大
切
さ
を
学
ん
で
、
獣
医

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し

い
」と
話
し
、
吉
野
教
育
長
に
寄
附

金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
各
小
学

校
で
、
命
に
つ
い
て
学
べ
る
本
の
購

入
費
用
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、
今
年

は
久
住
、
都
野
、
直
入
の
各
小
学
校

に
配
分
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
12
日
、
竹
田
南
高
等
学
校
の

生
徒
が
、
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
の

た
め
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
国
地
域
安
全
運
動
期
間
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
活
動
で
は
、

生
徒
で
構
成
さ
れ
る「
竹
南
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
パ
ト
ロ
ッ
ク
ス
隊
」が
、
警

察
官
の
引
率
で
高
校
か
ら
Ｊ
Ｒ
豊
後

竹
田
駅
ま
で
を
歩
き
、
買
い
物
客
や

駅
の
利
用
者
に「
不
審
な
電
話
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
」な
ど
の
声
を
か

け
、
チ
ラ
シ
を
配
り
ま
し
た
。

　

秦しん
沙さ
也や
香か
さ
ん（
１
年
）は「
詐
欺

に
気
を
付
け
て
ほ
し
い
と
思
い
な
が

ら
配
り
ま
し
た
」。
井い
手で
俊しゅん
介すけ
さ
ん

（
同
）は「
ち
ゃ
ん
と
受
け
取
っ
て
く

れ
て
嬉
し
か
っ
た
」と
手
ご
た
え
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

特
殊
詐
欺
に
気
を
付
け
て
！

竹
田
南
高
校
生
ら
が
注
意
喚
起

華
や
か
に
エ
ー
ル
香
る

「
竹
田
市
産
ホ
ッ
プ 

Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｉ  

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｅ
Ｎ  

Ａ
Ｌ
Ｅ
」完
成
！

動
物
を
大
事
に
し
て

日
本
獣
医
師
会
が
市
内
小
学
校
に
図
書
費
を
寄
贈

↑吉野教育長に寄附金を手渡す衛藤支部長（右）
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第74回竹田市駅伝
競走大会について

日時　令和２年12月６日㈰  午前10時スタート
場所　稲葉ダム周回コース
全面通行止め
　　（場所）稲葉ダム周囲
　　（時間）午前８時30分～11時30分
　競技中は、稲葉ダム周囲は全面通行止めとさ
せていただきます。通行の際はご注意ください。
　また、新型コロナウイルス感染防止対策のた
め、無観客レースとします。
　コース内には監督・選手等大会関係者で、あ
らかじめ名簿を提出された方のみしか入ること
ができません。
　市民の皆さまにはご迷惑をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
問生涯学習課　☎63-4817

　

10
月
16
日
、
荻
げ
ん
き
こ
ど
も
園

で
、
郷
土
の
民
話
を
題
材
に
し
た
紙

芝
居
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
緑
ヶ
丘

中
学
校
の
2
年
生
19
人
が
班
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
郷
土
の
民
話
を
題
材

に
し
た
紙
芝
居
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
歓
声
を
あ
げ
な
が

ら
紙
芝
居
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

園
児
の
金
丸
煌き
ら
く
ん
は「
キ
ツ
ネ
に

だ
ま
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
面
白

か
っ
た
」と
笑
顔
で
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
総
合
学
習
の
一
貫
と

し
て
昨
年
か
ら
紙
芝
居
を
作
成
し
て

い
ま
し
た
。
橘
孝
貴
さ
ん
は「
色
を

塗
っ
て
い
く
の
が
大
変
で
し
た
。
み

ん
な
が
面
白
そ
う
に
笑
っ
て
く
れ
て

嬉
し
か
っ
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

絵
本
冊
子
は
荻
と
竹
田
の
図
書
館

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

第
１
回「
竹
田
市
成
年
後
見
制
度

利
用
促
進
審
議
会
」が
10
月
16
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
判
断
能
力
の

不
十
分
な
方
の
た
め
に
財
産
管
理
や

契
約
行
為
を
本
人
に
代
わ
っ
て
行
う

後
見
人
な
ど
を
選
任
す
る
制
度
で
す
。

　

市
で
は
、
自
ら
の
権
利
を
守
り
な

が
ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人

ら
し
い
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
支

援
し
て
い
く
た
め
、「
竹
田
市
成
年

後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
」の

策
定
に
向
け
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

計
画
案
に
対
す
る
ご
意
見
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
期
間　

11
月
９
日
㈪
～
24
日
㈫ 

閲
覧
方
法　

計
画
案
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
窓
口（
社
会
福
祉
課
・

高
齢
者
福
祉
課
・
各
支
所
）で
閲
覧

で
き
ま
す
。

必
要
事
項　

意
見
、
提
出
者
の
住
所

・
氏
名
・
連
絡
先（
電
話
番
号
）及
び

計
画
の
該
当
箇
所

応
募
要
件　

竹
田
市
民
、
市
内
に
事

務
所
を
有
す
る
法
人
・
団
体
、
市
内

就
業
者
等 

応
募
方
法　

文
書 （
郵
送
・
持
参
）、

FAX（
63
―

０
９
８
８
）及
び
電
子
メ
ー

ル（fukusi@
city.taketa.lg.jp

）

〒
８
７
８
―

８
５
５
５　

竹
田
市
大

字
会
々
１
６
５
０　

社
会
福
祉
課

応
募
期
限　

11
月
24
日
㈫
必
着

問
社
会
福
祉
課　

☎
63
―

４
８
１
１

高
齢
者
福
祉
課　

☎
63
―

４
８
０
９

「
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
」の
策
定
に
向
け
て

たけたんトピックス

郷
土
の
民
話
、
次
世
代
に

緑
ヶ
丘
中
２
年
生
が
紙
芝
居
作
成↑全部で４種類の紙芝居を作りました ↑紙芝居に聞き入る園児たち

↑紙芝居「石抜のキツネ」

↑10月16日に開催された成年後見制度利用促進審議会。
基本計画の策定に向け、審議等を行っていきます ●印…中継所

稲葉ダム

稲葉ダム管理所先

ふるさと薬膳あじか野前

ひょうたん島公園手前駐車場入口
（スタート、ゴール）

●

●

●

稲葉ダム周回コース
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滞納整理を進めています／人権シリーズ　ぬくもり

  

「
女
の
子
な
ん
だ
か
ら
、
乱
暴
な
言

い
方
を
し
た
ら
ダ
メ
」「
男
の
子
な
の

に
メ
ソ
メ
ソ
し
な
い
で
」。
こ
ん
な

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
で
し
ょ

う
か
？
あ
る
い
は
、
言
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
男
ら
し
い
と
い
え
ば「
た

く
ま
し
い
」「
強
い
」、
女
ら
し
い
と

い
え
ば「
優
し
い
」「
繊
細
」と
い
う
よ

う
に
、
性
別
に
よ
っ
て
男
女
の
イ

メ
ー
ジ
を
決
め
つ
け
て
し
ま
う
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

社
会
に
あ
る
男
ら
し
さ
、
女
ら
し

さ
の
イ
メ
ー
ジ
は
生
ま
れ
つ
き
持
っ

て
い
る
男
女
の
特
性
だ
と
思
っ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
は
間
違

い
で
す
。
男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
は
、

私
た
ち
人
間
が
勝
手
に
作
り
上
げ
た

イ
メ
ー
ジ
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
男
女
の

特
性
で
は
な
く
、
個
人
の
個
性
な
の

で
す
。

　

周
り
を
見
渡
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
男
ら
し
い
男
性
」や「
女
ら
し
い
女

性
」は
案
外
少
な
い
も
の
で
す
。
優

し
く
て
繊
細
な
男
性
も
い
れ
ば
、
た

く
ま
し
く
て
強
い
女
性
も
い
ま
す
。

人
は
一
人
ひ
と
り
違
う
し
、
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
も
多
様
で
す
。

　

私
た
ち
の
生
き
る
社
会
は
そ
ん
な

豊
か
な
社
会
で
あ
る
は
ず
で
す
。
そ

れ
な
の
に
、
男
ら
し
さ
や
女
ら
し

さ
と
い
う
た
っ
た
２
つ
の
枠
組
み
に

と
ら
わ
れ
て
、
な
か
な
か
そ
の
人
の

個
性
を
尊
重
で
き
な
い
と
い
う
の
は
、

と
て
も
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。

　

自
分
や
他
人
を
狭
い
枠
組
み
に
押

し
込
め
て
窮
屈
な
生
き
方
を
す
る
よ

り
も
、
自
分
ら
し
く
生
き
、
そ
の
人

ら
し
さ
を
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
生
涯
学
習
課　

☎
63
―

４
８
１
７

「男らしく、女らしく」
から「自分らしく」へ

67

差
し
押
さ
え
を
強
化

　

市
税
や
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護

保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

が
滞
納
に
な
っ
た
場
合
、
納
期
限
か

ら
20
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送
し
ま

す
。
督
促
状
を
発
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
そ

の
税
金
を
完
納
し
な
い
場
合
は
、
本

人
へ
の
事
前
連
絡
や
同
意
な
く
、
滞

納
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
等
の

滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
預
貯
金
や
生
命
保
険
、
勤

務
先
へ
の
給
与
支
給
状
況
等
の
財
産

調
査
を
行
い
、
納
税
資
力
が
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
納
税
し
な
い
方
に
は

滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
な
財
産
調
査
で
財
産
が
発

見
で
き
な
い
場
合
に
は
、
強
制
的
に

滞
納
者
の
住
居
等
に
立
ち
入
り
、
財

産
を
探
す「
家
宅
捜
索
」を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
延
滞
金
は
法
等
で
定
め
ら
れ

て
い
る
条
件
以
外
、
減
免
等
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

税
は
自
主
的
納
付
が
原
則
で
す
。

集
金
は
行
い
ま
せ
ん
。
お
身
体
の
不

自
由
な
方
に
つ
い
て
は
、
口
座
振
替

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

過
去
の
税
金
に
つ
い
て
は
、
一
括

納
付
が
原
則
で
す
。
た
だ
し
、
財
産

調
査
に
よ
り
一
括
納
付
が
厳
し
い
と

判
断
し
た
場
合
は
、
原
則
１
年（
条

件
に
よ
っ
て
は
最
長
２
年
以
内
）の

分
割
納
付
に
変
更
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
分
納
誓
約
を
遵
守
し
て
い
て

も
、
財
産
を
発
見
し
た
場
合
は
差
し

押
さ
え
を
行
い
ま
す
。

納
税
で
き
な
い
理
由
に
な
り
ま
せ
ん

【
地
方
税
法
第
14
条　

税
金
は
全
て

の
債
務
に
優
先
す
る
】

　

住
宅
や
車
の
ロ
ー
ン
な
ど
の
自
己

の
資
産
形
成
を
優
先
し
て
、
税
金
を

後
回
し
に
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

ロ
ー
ン
は
総
収
入
か
ら
生
活
費
や
税
、

保
険
料
な
ど
を
差
し
引
い
た
金
額
で

組
む
べ
き
で
す
。
債
務
整
理
な
ど
収

支
の
見
直
し
を
し
て
く
だ
さ
い
。

事
情
の
あ
る
方
は
必
ず
納
付
相
談
を

　

災
害
や
病
気
、
リ
ス
ト
ラ
等
に
よ

る
失
業
、
事
業
の
廃
止
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
や

む
を
得
な
い
理
由
で
一
時
的
に
税
金

を
納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

方
は
、
納
期
内
に
税
務
課
特
別
収
納

推
進
室
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

生
活
状
況
な
ど
を
聴
き
取
っ
た
う

え
で
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す
れ
ば

徴
収
の
猶
予
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
虚
偽
の
申
し
出

や
納
付
計
画
を
守
ら
ず
に
不
履
行
に

な
っ
た
場
合
は
、
滞
納
処
分
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

問
税
務
課
特
別
収
納
推
進
室 

☎
63
―

１
１
１
１

（
内
線
１
９
３
～
１
９
６
）

安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
を

　

令
和
元
年
度
の
実
績
で
は
、
年
間

約
１
万
６
千
通
の
督
促
状
を
送
付
し

て
お
り
、
約
１
６
０
万
円
の
経
費
が

か
か
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。
納

期
内
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

多
く
の
経
費
節
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

税
の
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
期
ご

と
に
納
め
に
行
く
時
間
や
手
間
が
か

か
ら
ず
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
簡
単
。

振
替
を
始
め
た
い
税
目
が
わ
か
る
納

税
通
知
書
と
通
帳
、
届
出
印
を
持
っ

て
市
内
の
金
融
機
関
、
市
役
所
税
務

課
ま
た
は
各
支
所
市
民
係
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
管
理
係 

☎
63
―

１
１
１
１

（
内
線
１
２
１
・
１
２
２
）

　

税
金
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
が
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
自
ら
納

め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場
合
は「
滞
納
」と
な

り
、
法
に
基
づ
き
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

滞
納
整
理
を
進
め
て
い
ま
す
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長
湯
温
泉
街
を
貫
く
芹
川
の
中

に
あ
る「
ガ
ニ
湯
」。
周
囲
３
６
０

度
全
方
位
か
ら
見
ら
れ
る
恥
ず
か

し
い
温
泉
と
し
て
も
有
名
だ
。

　

も
っ
と
も
、
最
近
で
は
周
囲
を

気
に
し
な
が
ら
前
を
ひ
た
す
ら
隠

さ
ん
と
す
る
殿
方
を
尻
目
に
、む

し
ろ
女
性
の
方
が
威
風
堂
々
と
そ

の
環
境
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

　

さ
て
、
長
湯
温
泉
が
歴
史
に
登

場
す
る
の
は
風
土
記（
８
世
紀
）の

昔
だ
が
、
朽
網
氏
の
支
配
を
経
て

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
中
川
氏
に

よ
っ
て
藩
に
よ
る
湯
屋
の
建
設

（
１
７
０
６
年
）や
湯
守
も
置
か
れ

る
よ
う
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
藩
営

温
泉
の
出
現
で
あ
る
。
こ
れ
が
初

代
の
御
前
湯
建
設（
１
７
８
１
年
）

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

こ
の
頃
の
長
湯
温
泉
の
源
泉
は

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
川
の
中
で
あ
り
、

自
然
湧
出
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、

川
が
氾
濫
す
る
た
び
に
源
泉
が
被

災
し
、
時
に
は
川
端
に
造
ら
れ
た

湯
屋
ご
と
流
失
し
た
と
い
う
記
録

も
あ
る
。
ち
な
み
に
御
前
湯
も
幕

末
ま
で
に
７
回
、
部
分
流
失
や
全

流
失
の
災
害
を
受
け
て
い
る
。

  

「
ガ
ニ
湯
」も
川
の
中
に
自
然
湧

出
し
た
温
泉
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

御
前
湯
が
で
き
た
当
時
の
庄
屋
の

古
地
図
で
も
そ
の
存
在
が
確
認
さ

れ
る
。

　

他
の
温
泉
と
異
な
る
の
は
湯
船

が
自
然
発
生
的
に
出
来
た
と
い
う

点
だ
。
泉
口
の
周
り
に
あ
っ
た
石

や
岩
に
湯
と
じ（
湯
ア
カ
）が
絡
み

つ
く
よ
う
に
堆
積
し
て
湯
壺
が
で

き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

長
湯
温
泉
は
炭
酸
泉
と
し
て
全

国
屈
指
の
泉
質
を
誇
る
が
、
一
方

で
は
、
鉄
分
や
イ
オ
ウ
、カ
ル
シ

ウ
ム
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
溶

解
鉱
物
を
多
量
に
含
ん
で
い
る
貴

重
な
温
泉
だ
。
こ
れ
ら
が
炭
酸
ガ

ス
と
一
緒
に
地
上
に
噴
出
し
冷
却

さ
れ
る
と
、
岩
の
よ
う
に
硬
い
湯

と
じ
が
形
成
さ
れ
る
。

　

甲
羅
の
よ
う
な
岩
間
か
ら
炭
酸

泉
が
泡
を
吹
き
な
が
ら
湧
く
姿
が

カ
ニ
に
似
て
い
た
た
め「
ガ
ニ
湯
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う

だ
。

　

現
在
の「
ガ
ニ
湯
」は
シ
ン
ボ

リ
ッ
ク
な
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ

た
も
の
だ
が
、
元
々
川
の
中
に
湯

船
が
あ
る
あ
の
姿
こ
そ
が
長
湯
温

泉
の
原
型
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

資
料
：
直
入
町
誌

　
　
　
　

長
湯
温
泉
文
化
本

　
　
　
　
　
（
文
責　

林　

寿
徳
）

長湯温泉のシンボル「ガニ湯」

ま
る
ご
と
博
物
館
179

幻の声楽コンクール／まるごと博物館

　

10
月
17
日
、
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
廉

太
郎
ホ
ー
ル
で
、
瀧
廉
太
郎
記
念
全

日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

幻
の「
第
74
回
コ
ン
ク
ー
ル
」メ
モ
リ

ア
ル
式
典
が
無
観
客
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
惜
し
く
も
中
止
と

な
っ
た「
第
74
回
瀧
廉
太
郎
記
念
全

日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
す
が
、
実
行
委
員
会
で
何
か
で
き

る
こ
と
が
な
い
か
と
考
え
た
結
果
、

来
年
以
降
の
開
催
に
つ
な
げ
る
た
め
、

記
念
式
典
の
開
催
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
吉
野
英
勝
教
育
長
が

開
会
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
瀧
廉
太

郎
の
遺
作「
憾
」が
植
木
由
香
さ
ん
に

よ
っ
て
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

瀧
廉
太
郎
音
楽
祭
実
行
委
員
会
の
手

に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
記

念
誌『
幻
の「
第
74
回
コ
ン

ク
ー
ル
」記
録
紙　

憾
』の

完
成
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
誌
で
は
、「
２
０
２
０

年
を
忘
れ
な
い
」と
し
て
、

中
止
に
至
っ
た
経
緯
や
こ

れ
ま
で
の
歴
史
、
声
楽
コ

ン
ク
ー
ル
審
査
員
や
運
営

諮
問
委
員
、
音
楽
祭
出
身

者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、
昨

年
選
出
さ
れ
た「
サ
ン
ト

リ
ー
地
域
文
化
賞
」の
選

考
委
員
か
ら
の
言
葉
も
寄

せ
ら
れ
、
多
く
の
方
た
ち

が
中
止
を
惜
し
み
、
来
年

の
開
催
に
向
け
て
希
望
を

語
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
出
席
者
全
員
で「
荒

城
の
月
」が
斉
唱
さ
れ
、
教
育
長
か

ら
、
来
年
の
第
75
回
コ
ン
ク
ー
ル
の

開
催
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
様
子
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

配
信
さ
れ
、
多
く
の
人
が
画
面
越
し

に
見
守
り
ま
し
た
。

メ
モ
リ
ア
ル
式
典
を
Ｙ
ｏ
ｕ  

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信 

― 

来
年
に
つ
な
ぐ

幻
の
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

↑「憾」を演奏する植木由香さん
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11月11日は「介護の日」

　超高齢社会に突入し、介護が必要な方々が増加している一方、介護にまつわる課題は多様化しています。また、
新型コロナウイルスの感染が拡大する中、医療・介護職は感染リスクが高い現場で「高齢者とその家族の暮ら
しを守る」ため、日々奮闘しています。皆さんの中には「あなたのおかげで助かっています、ありがとう！」と
いう想いを伝えたくても、十分に伝えられていないという方もいるのではないでしょうか。
　こうした中、多くの方々に介護を身近なものとしてとらえていただくとともに、それぞれの立場で介護を考
え、関わっていただくことが必要となっています。そのため、介護についての理解と認識を深め、介護従事者、
介護サービス利用者及びその家族等を支援するとともに、これらの方たちを取り巻く地域社会における支えあ
いや交流を促進する観点から、介護に関する啓発を重点的に実施する日として、厚生労働省は「11月11日」を「介
護の日」と定めています。

生活支援コーディネーターが住民主体の支えあい活動を推進します
　市では、ひとり暮らし世帯や支援を必要とする高齢者が増加する中、地区社会福祉協議会や地域組織、ボラ
ンティア、老人クラブ、社会福祉法人、NPO、民間企業など地域の多様な主体が連携を図り、高齢者の生活支
援に取り組んでいます。竹田市社会福祉協議会に地区ごとの生活支援コーディネーターを配置し、住民主体に
よる生活支援・介護予防サービスの充実が図られるよう身近な地域での支えあいを推進し、支え上手・支えら
れ上手の地域づくりをすすめています。

い　い　日・い　い　日

11月11日は「介護の日」

✿　地区別　担当者　✿
竹田・岡本・明治 大久保孝博

豊　　　岡 志賀　由季

玉来・松本・菅生・
宮城・城原

羽田野直子

入　　　田
麻生　由美

大窪翔太郎

嫗　　　岳 豊田雄一郎

宮　　　砥 野尻　夏鈴

荻
江藤　尚美

古荘　　陽

久住・白丹 工藤和加子

都　　　野 冨髙　麻緒

直　　　入 後藤　　航

《生活の困りごと》
✼足腰が弱ってきて、掃除を自分です
ることが難しい

✼スーパーが遠く、重いものを持てず
買い物に行くことが難しい　など

⇒今後、このような困りごとが増える
可能性が……

《支えあいづくり》
✼元気な高齢者等の参加
✼地域の企業・NPOの協力
✼地区社会福祉協議会との連携
✼暮らしのサポートセンターとの連携
✼若い世代の参加
✼住民一人ひとりの関心　など
⇒将来の住みよいまちづくりへ知恵と
力を合わせます

支え上手・支えられ上手を増やします

地域づくり

人づくり つながりづくり

高齢者の社会参加による介護予防へ

地域の皆さんと一緒に解決方法を考えます
調査・説明・提案 連携・協力

・社会資源の把握　
　　困りごとに関するサービスの情報整備

・生活支援ニーズの把握・共有
　　聞き取り・アンケート調査　など

・担い手の育成・発掘
　　ボランティア講座・住民座談会　など

・困りごとに対する情報提供

自治会

ボランティア

NPO

老人クラブ

社会福祉法人

民間企業

民生委員

暮らしのサポートセンターなど

地域包括支援センター

地区
社会福祉協議会

（協議体）

■お問い合わせ　竹田市社会福祉協議会　☎63-1544
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薬
剤
師
は
、
薬
の
専
門
家
と
し
て
薬
局
や

医
療
機
関
、
介
護
施
設
、
製
薬
会
社
、
研
究
所
、

行
政
機
関
等
多
様
な
場
所
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。　

　

時
に
は
学
校
薬
剤
師
と
し
て
学
校
の
環
境

衛
生
を
守
り
、
薬
物
乱
用
防
止
・
禁
煙
教
室
、

お
く
す
り
授
業
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
健

康
づ
く
り
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
薬
局
や
健
康
サ
ポ
ー
ト
薬
局

で
は
市
販
薬
や
健
康
食
品
、
ト
ク
ホ
、
サ
プ

リ
メ
ン
ト
の
相
談
、
病
気
予
防
や
介
護
、
食

事
・
栄
養
に
関
す
る
こ
と
ま
で
、
健
康
の
維

持
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

薬
剤
師
は
頼
れ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

で
す
。

知
っ
て
お
き
た
い
薬
の
知
識

《
薬
を
飲
む
と
き
の
注
意
点
》

１
．
薬
の
種
類
を
知
っ
て
お
く

　

薬
に
は
処
方
箋
が
な
い
と
受
け
取
れ
な
い

医
療
用
医
薬
品
と
、
自
分
で
選
ん
で
購
入

で
き
る
市
販
薬
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
が
あ
り
ま
す
。

海
外
サ
イ
ト
か
ら
の
購
入
は
副
作
用
や
健
康

被
害
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
大
変
危
険

で
す
。

２
．
薬
を
飲
む
前
に
、
説
明
書
を
よ
く
読
む

①
食
前
、
食
後
、
食
間
、
就
寝
前
、
頓
服
等
、

薬
を
飲
む
タ
イ
ミ
ン
グ
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

②
薬
を
飲
む
量
や
、
期
間
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

一
杯
の
白
湯
か
服
薬
ゼ
リ
ー
と
飲
み
ま
す
。

③
薬
と
飲
み
合
わ
せ
が
悪
い
食
品
や
サ
プ
リ

メ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

④
薬
の
名
前
と
副
作
用
を
知
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

３
．
薬
を
正
し
く
保
管
す
る

①
湿
気
、
日
光
、
高
温
を
避
け
て
保
管

②
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
場
所
に
保
管

③
誤
飲
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
即
、
相
談
受

診
《
お
薬
手
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
》

　

お
薬
手
帳
は
あ
な
た
の
使
っ
て
い
る
す
べ

て
の
薬
や
、
自
分
で
選
ん
で
購
入
し
た
薬
や

サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
飲
み
忘
れ
、
飲
み
に
く
さ

等
に
つ
い
て
、
一
冊
に
ま
と
め
て
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
多
く
の
薬
を
使
う
と
副
作
用（
ふ

ら
つ
き
、
転
倒
、
物
忘
れ
等
）が
起
こ
り
や
す

く
な
っ
た
り
、
重
症
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

医
療
機
関
や
薬
局
を
利
用
す
る
と
き
は
、

必
ず
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
と
家
族
の
身
近
な
信
頼
で
き
る

「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
」に
、
複
数
の

医
療
機
関
か
ら
の
処
方
箋
を
ま
と
め
て
、
か

か
り
ま
し
ょ
う
。
健
康
に
も
お
財
布
に
も
お

得
で
優
し
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。　

　

薬
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
か
か
り
つ
け

薬
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
険
健
康
課　

☎
63
―

４
８
１
０

　厚生労働省は、毎年11月30日を「人生会議の日」と定めています。「いい看取り・看取られ」の意味が込めら
れています。
  「人生会議」とは、アドバンス・ケア・ プランニング（Advance Care Planning）の愛称です。アドバンス・ケア・
プランニングとは、自分の大切にしていることや望み、どのような医療やケアを望んでいるかについて自ら考
え、また自分の信頼する人たちと話し合うことを言います。
　自分の希望や価値観は、自分の望む生活や医療・ケアを受けるためにとても重要な役割を果たします。誰で
も、いつでも、命に関わる大きな病気やケガをする可能性があります。
　約70％の方が命の危険が迫った状態になると、これからの医療やケアなどについて自分で決めたり、人に伝
えたりすることができなくなると言われています。
　もしも、あなたがそのような状況になったとき、家族などあなたの信
頼できる人が「あなたなら、たぶんこう考えるだろう」とあなたの気持ち
を想像しながら、医療・ケアチームと医療やケアについて話し合いをす
ることになります。その場合にも、あなたの信頼できる人が、あなたの
価値観や気持ちをよく知っていることが、重要な助けとなるのです。
　全ての人が、人生会議をしなくてはならないというわけでは決してあ
りません。あくまで、個人の主体的な行いによって考え、進めるものです。
知りたくない、考えたくない方への十分な配慮が必要です。
　一方で、人生会議を重ねることで、自分の気持ちを話せなくなった「も
しものとき」には、自分の心の声を伝えることができるかけがえのない
ものになり、そしてまた、あなたの大切な人の心の負担を軽くすること
になります。

いい看取り・看取られ

11月30日は「人生会議の日」

「人生会議～私の心づもり」
「終活ノート」

希望者に配布しています。
問高齢者福祉課　☎63-4809

健
康
と
薬
と
あ
な
た
を
つ
な
ぐ
場
所　

薬
剤
師
が
あ
な
た
の
相
談
に
お
答
え
し
ま
す

11月30日は「人生会議の日」
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木 THU 金 FRI 土 SAT 2020年（令和２年）

5 6 7
・竹田温泉「花水月」休館日 ・地区巡回健診 8:00-10:00受付

（嫗岳分館）☎63-4810（保険
健康課）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹
田市総合社会福祉センター）
☎75-3456（ 竹 田 市 総 合 イ ン
ストラクター協会）

・第12回竹田市農業委員会総会 
13:30～（市役所本庁３階会議
室３、４）

・大分公証人合同役場 出張無
料相談会 9:00-11:00（竹田市
総合社会福祉センター）※予
約 制 ☎097-535-0888（ 大 分
公証人合同役場）

12 13 14
・竹田温泉「花水月」休館日
・豊肥家畜市場〔子牛〕9:30～せ

り開始（豊後豊肥家畜市場）
・おはなしルーム 14:00-14:30

（竹田幼稚園）
・第56回県美術展巡回展〔写真展

（～15日㈰）〕（歴史文化館市
民ギャラリー）☎63-2200

　（歴史文化館）

・ふるさと「たけた」のんびり探訪
　9:00までに岡城駐車場集合 ※参加

費2000円（要予約・昼食代含む）
　☎63-2638（竹田観光案内所ボラン

ティアガイド）
・なかよしようちえん（公立幼稚園交

流会）10:00-13:00（ 竹 田 市 体育セン
ター・たけのこ広場）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市総
合社会福祉センター）☎75-3456（竹
田市総合インストラクター協会）

・地区巡回健診 8:00-10:00受付（荻福祉
健康エリア）☎68-2211（荻支所）

・働く者の健康相談100番 10:00-14:00
（大分県労連事務所）電話・面談での
労働災害についての相談を受け付け
ます。☎0120-378-060

・たけのこ文庫のおはなし会
　15:00-15:30（竹田市立図書館）
・スガダイロー ピアノソロ
　18:30開場  19:00開演（グランツたけた）
　☎63-4837（グランツたけた）

19 20 21
・竹田温泉「花水月」休館日
・豊肥家畜市場〔成牛〕9:30～せ

り開始（豊後豊肥家畜市場）
・こころの健康相談 13:30-15:30

（荻支所）※要予約（前日の午
前中まで）☎63-3346（竹田市
心の相談支援事業所）

・おはなしルーム 14:00-14:30
（南部幼稚園）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹
田市総合社会福祉センター）
☎75-3456（竹田市総合インス
トラクター協会）

・“ふら×きら”コンサートvol.21 
「ピアノアンサンブル」12:30

開場 13:00開演（グランツた
けた）※入場無料 

　☎63-4837（グランツたけた）

26 27 28
・竹田温泉「花水月」休館日
・岡の里歴史講座「玖珠 角牟礼城（予定）」
　8:00までに市役所駐車場集合 ※参加費1000

円（要予約） ☎62-4100（竹田創生館）
・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00（大分

県豊肥振興局）※要予約 ☎63-1171（豊肥振
興局）

・３歳児健診 13:00～受付（竹田市総合社会福
祉センター）

・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保健セ
ンター）※要予約（前日の午前中まで）

　☎63-3346（竹田市心の相談支援事業所）
・精神保健相談 14:00-16:00（大分県豊肥保健

所）※要予約 ☎0974-22-0162（豊肥保健所）
・里親募集説明会 14:00-16:00（市役所本庁３

階会議室５）※事前予約必要 ☎097-544-2016
（大分県中央児童相談所里親担当）

・地区巡回健診 8:00-10:00受付（菅
生分館）☎63-4810（保険健康課）

・ 健 幸 運 動 教 室 13:30-15:00（ 竹 田
市総合社会福祉センター）☎75-
3456（竹田市総合インストラク
ター協会）

・ 第56回 県 美 術 展 巡 回 展〔 書 道 展
（～29日 ㈰）〕（ 歴 史 文 化 館 市 民
ギャラリー）☎63-2200（歴史文化
館）

・大分県司法書士会豊肥支部
「無料法律相談所」 9:00-12:00
（竹田分館）☎63-3155（渡部
定男司法書士事務所）

・豊肥地区福祉のしごと就職
フェア合同事業所説明会

　13:00-15:00（豊後大野市総合
文化センター）☎097-552-7000

（大分県福祉人材センター）

11月の行政なんでも相談所
地域 相談日 時　間 開 催 場 所
竹田

11月18日㈬ 10:00～12:00

竹田市総合社会福祉センター 相談室
荻 荻公民館 幼児室

久住 久住公民館 健康相談室
直入 直入支所 小会議室

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで
　「困ったら一人で悩まず行政相談！」
　〔竹田〕 阿南　茂　☎67-2608　〔　荻　〕 佐藤孝幸　☎68-3510
　〔久住〕 本郷俊一　☎76-1304　〔直入〕 兒玉龍明　☎75-2426

■11月

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
行
事
が
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

よりそいカフェ
　よりそいカフェは認知症の人
やその家族、地域の住民らが気
軽に交流できる場所です。

【竹田】
・５日・19日㈭　13:00-15:00
　みんなのいえカラフル

【 荻 】
・10日・★17日・24日㈫　
　10:00-12:00   荻 「しらみず」

【久住】
・５日・19日㈭　10:00-12:00
　久住「りんどう」
・11日・★25日㈬
　13:00-15:00   白丹温泉

【直入】
・６日・27日㈮　10:00-12:00

直入「ゆのはな」
【竹田北部「双城」】

・５日・12日・19日・26日㈭
　10:00-12:00　くらサポ双城

【竹田南部「あけぼの」】
・４日㈬　9:00-11:00　
　入田分館
・18日㈬　10:00-12:00　
　宮砥分館　
・24日㈫　10:00-12:00　
　あ祖母学舎

★は大分県認知症疾患医療セン
ターに、認知症予防講座・も
の忘れ講座を開催します。

※作業内容や環境条件、使用重機によって
は８メートル以上の場合でも近接工事の
適用となる場合があります。

鉄道近接工事にご注意ください
　鉄道に関する事故は、一歩間違えれば脱線事故や
感電事故等、大惨事を引き起こす可能性があります。
　建物の建設・解体や、庭木や山林の木の伐採等、線
路に近接した作業を行う場合は、JR九州熊本支社熊
本鉄道事業部（☎096-326-6965）へご相談ください。
※詳しくはJR九州ホームページ「鉄道近接工事によ

る事故」をご覧ください。

新型コロナウイルス接触確認アプリ「COCOA」の
インストールをお願いします 
  「COCOA」は、新型コロナウイルス感染症の感染者と接触した可
能性について通知を受け取ることができるスマートフォンアプ
リです。接触が通知された場合には、保健所等を通じてPCR検査
が可能となります。

11月地区巡回健診
月　日 場　　所

11月１日㈰ 祖峰小学校
11月６日㈮ 嫗岳分館
11月14日㈯ 荻福祉健康エリア
11月27日㈮ 菅生分館

12月13日㈰ 竹田市総合社会
福祉センター

12月16日㈬ 都野公民館（延期分）

※受付時間はいずれも午前
８時～10時

※受診の際は、マスク着用
をお願いします。

問保険健康課　☎63-4810

iphoneの方は
こちら

Androidの方は
こちら
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■たけたんカレンダー

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月20日です。
（20日が土日の場合は翌開庁日が締切日となります）  問農業委員会事務局　☎63-4815

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

1 2 3 文化の日 4
・地区巡回健診 8:00-10:00受付

（祖峰小学校）☎63-4810（保
険健康課）

・〔 納 期 限〕市 県 民 税（ ３ 期）、
国民健康保険税（７期）、介
護保険料・後期高齢者医療
保険料（４期）

・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市
立図書館）

・第72回画聖「田能村竹田」先生をしの
ぶ美術祭表彰式 10:30～（グランツた
けた）☎63-4817（生涯学習課）

・令和２年度竹田市功労者表彰式 13:15
～（グランツたけた）

・「佐藤義美賞」竹田童謡作詩コンクー
ル表彰式 16:00～（グランツたけた）

　☎63-2650（さとうよしみ竹田童謡祭
実行委員会（佐藤義美記念館内））

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・１歳６か月児健診 13:00～受

付（竹田市総合社会福祉セン
ター）

8 9 10 11
・プレ･コロ･フェスタinたけた 

13:30開場 14:00開演（グラン
ツたけた）☎63-4837（グラン
ツたけた）

・グランツたけた休館日
・Ｓ状結腸内視鏡検査（～10日）
　10:00～（竹田市総合社会福祉セ

ンター）☎63-4810（保険健康課）
※要事前予約（検査料4400円）

・出張ハローワークおしごと相談会 
10:30-12:00／13:00-15:00 ※生活
困窮者、ひとり親世帯の方が対
象です。（竹田市総合社会福祉セ
ンター相談室）☎0974-22-8609

（ハローワーク豊後大野）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
市直入B&G海洋センター体育館）
☎75-3456（竹田市総合インスト
ラクター協会）

・ こ こ ろ の 健 康 相 談 13:30-15:30
（直入支所）※要予約（前日の午前

中まで）☎63-3346（竹田市心の
相談支援事業所）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

15 16 17 18
・竹田地域腹部超音波検査（～17日） 

8:00-10:00受付（竹田市総合社会
福祉センター）

　☎63-4810（保険健康課）※要事
前予約（検査料3300円）

・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
市直入B&G海洋センター体育館）
☎75-3456（竹田市総合インスト
ラクター協会）

・大分県立竹田高等学校 書道・美
術合同作品展（～25日㈬）（歴史文
化館市民ギャラリー）☎63-2200

（歴史文化館）

・長湯温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・ 年 金 相 談［ 完 全 予 約 制］ 10:00-15:00

（ 竹 田 市 高 齢 者 い き い き 交 流 セ ン
ター）☎097-552-1211（日本年金機構
大分年金事務所）

・大分県行政書士会 無料相談会 13:00-
16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）

　☎097-537-7089（大分県行政書士会事
務局）

22 23 勤労感謝の日 24 25
・耕す里の神楽舞 高千穂の夜神楽

×御嶽神楽 13:00開場13:30開演
（グランツたけた）☎63-4837（グ

ランツたけた）

・奏リコーダーアンサンブル第16
回定期演奏会 

　13:00開場 13:30開演（グランツた
けた）☎090-7290-4935（吉野）

・グランツたけた休館日
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市立図書

館）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市直入B&G海

洋センター体育館）☎75-3456（竹田市総合イ
ンストラクター協会）

・こころの健康相談 13:30-15:30（竹田市総合
社会福祉センター）※要予約（前日の午前中
まで）☎63-3346（竹田市心の相談支援事業
所）

・令和２年度竹田市男女共同参画推進大会（講
師：岩切知美氏）15:30～（竹田市総合社会福
祉センター）☎63-4820（人権・部落差別解消
推進課）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・国営大野川上流農業水利事業完工式 

15:00-16:15（予定）（グランツたけた）

29 30 12月上旬の主な予定
１日㈫　・直入地域腹部超音波検査
　　　　　8:00-10:00受付（直入支所）
　　　　　☎75-2211※要事前予約（検

査料3300円）
　　　　・こころの健康相談 13:30-15:30

（直入支所）※要予約（前日の
午前中まで）☎63-3346（竹田
市心の相談支援事業所）

５日㈯　・大分公証人合同役場 出張無
料相談会 9:00-11:00（竹田市
総合社会福祉センター）※予
約 制 ☎097-535-0888（ 大 分
公証人合同役場）

・グランツ映画館”玉洗劇場「ひまわり」
50周年HDレストア版 10:00／14:00／
18:00（グランツたけた）☎63-4837（グ
ランツたけた）

・“ふら×きら”コンサートvol.22 「ヘン
リー・マンシーニ映画音楽の世界」 
9:40／13:40／17:40（グランツたけた）
※入場無料 ☎63-4837（グランツたけ
た）

・第10回民謡とおどりの祭典 12:00～（グ
ランツたけた）

・合同企業就職相談会 13:00-16:00（竹田
市総合社会福祉センター）

・〔納期限〕固定資産税（４期）、
国民健康保険税（８期）、介
護保険料・後期高齢者医療
保険料（５期）

・グランツたけた休館日
・第56回県美術展巡回展〔日洋

彫工展（～12／６㈰）〕（歴史
文化館市民ギャラリー）

　☎63-2200（歴史文化館）

令和２年分 年末調整等説明会中止のお知らせ
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止及び参加される
皆さまの安全を考慮し、例年実施していました年末調整等説
明会を中止することとしました。ご不明な点等ありましたら、
竹田税務署にお尋ねください。
　また、年末調整に関する源泉徴収税額の計算方法や記帳の
仕方などについての個別相談を希望される場合は、電話等で
事前に相談日時等の予約をお願いします。
問竹田税務署　☎63-3141 ※自動音声案内

自死遺族のつどい
　大切な方を自死で亡くされたご遺族の、心のケアを目的と
したつどいを開催します。
日　　時　12月３日㈭　午後２時～４時
会　　場　大分県こころとからだの相談支援センター
　　　　　（大分市大字玉沢908）
参 加 料　無料（事前申込が必要）
申込締切　11月26日㈭

・問大分県こころとからだの相談支援センター  
　　　☎097-541-6290

月間・その他
〇公共建築月間・公共建築の日

（11／11）
〇間伐推進強化月間（～11／30）
〇子供・若者育成支援強調月間
〇過労死等防止啓発月間
〇児童虐待防止推進月間
〇エコドライブ推進月間
○冬の省エネキャンペーン（～３

／31）

豊肥保健所からの
お知らせ

　12月２日㈬にHIV夜
間検査を行います。無
料・匿名で受けること
ができます。
時間　午後５時～７時
場所　豊肥保健所
※前日までの事前予約

が必要です。
問豊肥保健所地域保健課
　☎0974-22-0162

岡の里名水マラソン大会 延期のお知らせ
　令和３年３月７日㈰に開催を予定していました「第34回 岡
の里名水マラソン大会」は、新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため、開催を１年延期します。

岡の里名水マラソン大会実行委員会
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国
民
年
金

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切

に
保
管
を
～

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
そ
の

年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
納
付
し
た
保
険
料
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
令
和
２
年

１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
本

部
か
ら「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」が
11
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ

の
証
明
書（
ま
た
は
領
収
証
書
）を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、
来
年
の
２
月
上
旬

に
控
除
証
明
書
を
送
付
予
定
で
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
宛
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う

え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

い
い　

 

み
ら
い

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」で
す

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

  

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年

金
記
録
を
確
認
で
き
、
年
金
見
込
額

も
わ
か
り
ま
す
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ

け
ま
す
。

問
大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課　

☎
０
９
７
―

５
５
２
―

１
２
１
１

消
費
者
行
政

外
貨
建
て
生
命
保
険
の
契
約
は

慎
重
に
！

　

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に

寄
せ
ら
れ
る
外
貨
建
て
生
命
保
険
の

相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
70
歳
以

上
の
割
合
が
相
談
全
体
の
約
半
数
を

占
め
て
お
り
、
平
均
契
約
購
入
金
額

は
約
１
千
万
円
と
高
額
で
す
。

　

外
貨
建
て
生
命
保
険
は
、
米
国
ド

ル
等
の
外
貨
で
保
険
料
の
支
払
い
や

保
険
金
の
受
け
取
り
を
行
う
保
険
で
、

運
用
実
績
や
為
替
相
場
の
変
動
等
に

よ
り
損
益
が
発
生
す
る
ほ
か
、
手
数

料
等
の
負
担
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
相
談
事
例
を
見
る
と
、
為

替
変
動
リ
ス
ク
や
手
数
料
の
負
担
が

あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

り
、
生
命
保
険
で
あ
る
こ
と
を
認
識

せ
ず
に
契
約
し
て
い
た
り
、「
老
後

資
金
」「
元
本
保
証
希
望
」な
ど
の
消

費
者
の
意
向
と
異
な
る
勧
誘
・
契
約

を
し
て
い
た
等
の
事
例
が
多
く
み
ら

れ
ま
す
。

　

外
貨
建
て
生
命
保
険
の
ト
ラ
ブ
ル

に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
勧
誘
さ
れ
て

も
す
ぐ
に
契
約
せ
ず
慎
重
に
検
討
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
契
約
後
に
送
ら

れ
て
く
る
保
険
証
券
な
ど
の
書
類
は

す
ぐ
確
認
し
、
不
安
に
思
っ
た
場
合

や
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合
は
す
ぐ

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
課（
竹
田
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
）☎
63
―

４
８
３
４（
平
日
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７
―

５
３
４
―

０
９
９
９

上
下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
町
村
設
置
型
合
併
処
理
浄
化

槽
等
へ
の
転
換
を
ご
検
討
く
だ

さ
い

　

川
や
海
な
ど
の
汚
れ
の
大
き
な
原

因
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
で

す
。
炊
事
や
洗
濯
、
風
呂
等
に
よ
る

生
活
雑
排
水
は
、
生
活
排
水
全
体
の

有
機
汚
濁（
水
質
を
汚
濁
さ
せ
る
汚

竹田市役所　☎0974-63-1111（代表）
　荻 支 所　☎0974-68-2211（代表）
　久住支所　☎0974-76-1111（代表）
　直入支所　☎0974-75-2211（代表）
◎竹田市公式ホームページ
　https://www.city.taketa.oita.jp/

たけたんインフォ

11月の

啓発週間
ご存じですか？「税を考える週間」
　11月11日から17日までは「税を考える週間」
です。
  「税を考える週間」は、国民生活に深い関わりを
持っている税について、その意義（必要性）及び
役割（使途）を分かりやすく説明することにより、
国民の皆さまの税に対する理解をより深めてい
ただくために設けています。今年のテーマは、「く
らしを支える税」です。
問竹田税務署　☎63-3141 ※自動音声案内

全国一斉 「女性の人権ホットライン」 強化週間
　ひとりで悩まず、ぜひ話を聞かせてください。
人権擁護委員や法務局職員がどうすれば解決で
きるか一緒に考えます。秘密は厳守されます。
日時　11月12日㈭～18日㈬ 
　　　平日は午前８時30分～午後７時
　　　土・日曜は午前10時～午後５時
相談電話　☎0570-070-810
　　　　　（全国共通／大分地方法務局）
相談内容　夫やパートナーからの暴力、職場で

のセクシャルハラスメント、つきま
とい（ストーカー）、その他の人権問
題

問大分地方法務局人権擁護課　☎097-532-3368
　大分地方法務局では、平日の午前８時30分か
ら午後５時15分まで、「女性の人権ホットライ
ン」専用電話（☎0570-070-810）または面談にて、
常時相談に応じています。お気軽にご相談くだ
さい。

11月25日㈬～12月１日㈫は犯罪被害者週間です
　犯罪被害はいつ誰に起こるか分かりません。
犯罪被害者等が置かれている状況や支援の必要
性について理解を深めましょう。
　大分県警察では各種の相談窓口を設け、被害
者の方からさまざまな相談に応じています。お
気軽にご相談ください。
〇警察総合相談専用ダイヤル　♯9110
〇性犯罪被害相談専用ダイヤル　♯8103
〇覚せい剤相談コーナー　☎097-537-8918
問竹田警察署　☎63-2131
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たけたんインフォ

れ
分
）の
う
ち
70
％
以
上
を
占
め
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
市
で
は
、
し

尿
も
生
活
排
水
も
ま
と
め
て
高
度
に

処
理
す
る
、
市
町
村
設
置
型
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
や

コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
の
対
象

区
域
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ま
に
は
、

施
設
へ
の
加
入
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

く
み
取
り
式
ト
イ
レ
か
ら
水
洗
ト

イ
レ
へ
、
単
独
浄
化
槽
か
ら
各
排
水

処
理
施
設
及
び
市
町
村
設
置
型
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
ぜ
ひ
ご
検

討
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
れ
ら
の
工

事
等
を
行
う
前
に
市
へ
の
申
請
等
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
上
下
水
道

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⑴
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

　

荻
地
域
は
馬
場
、
桜
町
東
、
桜
町

西
、
桜
町
南
、
桜
町
栄（
一
部
区
域

外
あ
り
）、
久
住
地
域
は
本
町
、
下
町
、

田
向
町
、
新
町
、
飛
森
、
建
宮
、
仲

村
、
道
園
、
阿
蔵
野
、
阿
蔵
野
東（
一

部
区
域
外
あ
り
）

⑵
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
排
水

処
理
施
設　

七
里
の
一
部

⑶
市
町
村
設
置
型
合
併
処
理
浄
化
槽

　

⑴
及
び
⑵
を
除
く
区
域

問
上
下
水
道
課
生
活
排
水
係　

☎
63
―

１
１
１
１

（
内
線
１
８
１
・
１
８
５
）

火
災
予
防

令
和
２
年
度  

全
国
統
一
防
火
標
語

「
そ
の
火
事
を

 

防
ぐ
あ
な
た
に 

金
メ
ダ
ル
」

　

11
月
９
日
㈪
か
ら
15
日
㈰
の
間
、

「
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」が
実
施

さ
れ
ま
す
。
期
間
中
は
消
防
団
に
よ

る
火
災
防
御
訓
練
や
消
防
車
輌
に
よ

る
防
火
広
報
を
行
い
、
荻
げ
ん
き
こ

ど
も
園
の
園
児
達
が
荻
支
所
、
荻
公

民
館
、
Ｊ
Ｒ
豊
後
荻
駅
に
防
火
広
報

の
ぬ
り
え
を
展
示
し
火
の
用
心
を
呼

び
か
け
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥

し
、
暖
房
器
具
等
の
使
用
も
増
え
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
な
り

ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
今
年
に
入
り
27
件
の
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す（
９
月
末
現
在
）。

出
火
原
因
の
多
く
が
、
枯
れ
草
等
の

焼
却
中
に
周
囲
に
延
焼
し
、
火
災
に

な
っ
た
も
の
で
す
。
枯
れ
草
等
を
焼

却
す
る
場
合
は
、
消
防
署
へ
届
け
出

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
各
支
所

や
消
防
署
で
は
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー

タ
ー
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

（
交
換
）と
点
検
を
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
化
と
な
り
、
14
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
設
置
し
て
10
年
以
上
が
経
過
し

て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
内

部
の
電
子
部
品
の
劣
化
が
進
ん
で
い

る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
本
体
の
交

換
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

交
換
時
期
を
音
や
光
で
知
ら
せ
て

く
れ
る
機
種
も
あ
り
ま
す
の
で
、
取

扱
説
明
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
交
換
時
期
が
表
示
さ
れ
て
い

る
警
報
器
に
つ
い
て
は
、
期
限
ま
で

に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
火
災
で
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ

た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
消
防
本
部
警
防
課　

☎
63
―

０
１
１
９

福
　
祉

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に

よ
り
家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な

い
子
ど
も
を
家
族
の
一
員
と
し
て
迎

え
、
あ
た
た
か
な
家
庭
で
愛
情
を

持
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
方
の
こ

と
で
す
。
資
格
や
経
験
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
養
育
を
お
願
い
す
る
期
間

も
数
日
間
か
ら
数
年
間
ま
で
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　

県
で
は
、
広
く
里
親
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
次
の
日
程
で
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

参
加
希
望
の
方
は
予
約
が
必
要
で

す
の
で
、
事
前
に
大
分
県
中
央
児
童

相
談
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
26
日
㈭　

午
後
２
時
～

４
時

場
所　

市
役
所
本
庁
３
階
第
５
会
議

室問
大
分
県
中
央
児
童
相
談
所
里
親
担

当　

☎
０
９
７
―

５
４
４
―

２
０
１
６

これからの夕暮れ時、交通事故に十分注意しましょう
早めのヘッドライト点灯をお願いします
  「秋の日はつるべ落とし」と言われますが、10月中旬の日没時
間は、７月初旬と比べれば1時間以上も早くなり、夕刻の交通
事故が増えるのがまさに今からの季節です。
　秋の夕刻に交通事故が増える理由は、日没が早くなり、帰宅
途中のドライバーの前方が見えにくくなる時間帯と、散歩や買
い物などに出かける時間帯が重なるためだと言われています。
夕刻の交通事故を防止するために、市民の皆さんに２点のお願
いです。
　ドライバーの皆さんは「早めのヘッドライト点灯」を心掛けて
ください。これからの季節は、まだ明るいと思っていても、あっ
という間に暗くなってしまいます。歩行者を早く発見するため、
また、歩行者に車の存在を早く知らせるため、午後５時になっ
たらヘッドライトの点灯をお願いします。歩行者の皆さんは、
夕刻道を歩く際には反射材を着装して、通行中の車に歩行者が
いることをいち早く気付かせるようにしましょう。また、道路
を横断する際は、確実に左右の安全確認をしてから横断するよ
うお願いします。
　ドライバーの皆さん、横断歩道は歩行者優先です。道路交通
法では、『横断歩道に、道路を横断しようとする歩行者がいる
場合は、一時停止し、かつその通行を妨げないようにしなけれ
ばならない』と規定されています。
　横断歩道の交通事故は重大事故に直結します。なお、横断歩
行者を妨害する違反をすれば、普通車の場合、点数２点、反則
金９千円が科せられます。横断歩道を渡ろうとしている人に気
付いたら、必ず一時停止して歩行者に進路を譲ってください。
問竹田警察署交通課　☎63-2131
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※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

お
知
ら
せ

土
地
・
家
屋
の
異
動
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

時
点
で
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産

の
所
有
者（
登
記
が
あ
る
も
の
は
登

記
名
義
人
）に
か
か
り
ま
す
。

　

土
地
・
家
屋
を
年
の
途
中
で
売
買

し
た
場
合
で
も
、
そ
の
年
の
12
月
末

ま
で
に
所
有
権
移
転
の
登
記
手
続
が

な
さ
れ
な
い
場
合
は
、
前
所
有
者
に

翌
年
度
の
固
定
資
産
税
が
か
か
り
ま

す
。

土
地
・
家
屋
の
異
動
届

　

次
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
法

務
局
で
登
記
手
続
き
を
さ
れ
た
方
は

連
絡
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
土
地
の
異
動

・
利
用
状
況
が
変
わ
っ
た
場
合

・
耕
作
を
し
な
く
な
っ
て
何
年
も
経

過
し
て
い
る
農
地
が
あ
る
場
合

〇
家
屋
の
異
動

・
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
場

合
・
家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取
り

壊
し
た
場
合

・
未
登
記
の
家
屋
を
売
買
や
贈
与
、

相
続
等
し
た
場
合

問
税
務
課
資
産
係  

☎
63
―

４
８
０
３

狩
猟
期
間
の
開
始
に
伴
う
山
林

で
の
安
全
対
策

　

県
内
で
は
各
地
で
11
月
１
日
か
ら

狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す
。
猟
銃
等

に
よ
る
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
林

業
に
伴
う
作
業
や
登
山
等
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
て
山
林
に

入
る
際
は
、
次
の
点
に
ご
配
慮
く
だ

さ
い
。

〇
山
林
内
に
入
る
際
は
、
オ
レ
ン
ジ

や
赤
等
の
目
立
つ
色
の
服
装
を
着

用
す
る
。

〇
林
業
に
伴
う
作
業
を
実
施
す
る
場

合
は
、
作
業
現
場
付
近
や
林
道
の

入
口
等
に
作
業
中
を
示
す「
の
ぼ

り
」や
作
業
箇
所
・
期
間
等
を
明

示
し
た
看
板
を
設
置
す
る
。

※
狩
猟
期
間
と
は
、
狩
猟
鳥
獣
を
定

め
ら
れ
た
方
法（
罠
猟
や
銃
猟
等
の

法
定
猟
法
）に
よ
り
捕
獲
が
で
き
る

期
間
の
こ
と
で
す
。
県
内
で
は
、
11

月
１
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

問
農
政
課
林
業
振
興
室　

☎
63
―

４
８
０
５

竹
田
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
変
更
案
の
縦
覧

　

竹
田
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
変
更
案
に
つ
い
て
、
次
の
期
間

中
に
縦
覧
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
計
画
案
に
対
し
て
ご

意
見
の
あ
る
方
は
、
期
間
満
了
の
日

ま
で
に
、
県
に
対
し
て
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間　

11
月
９
日
㈪
～
24
日
㈫

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所　

県
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
、
市
建
設
課

問
大
分
県
土
木
建
築
部
都
市
・
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
都
市
計
画
班

（
〒
８
７
０
―

８
５
０
１　

大
分
市

大
手
町
３
―

１
―

１（
県
庁
舎
新
館
６

階
））☎
０
９
７
―

５
０
６
―

４
６
５
９

E-m
ail:a17510@

pref.oita.lg.jp

文
化
財
の
調
査
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

　

ま
ち
づ
く
り
文
化
財
課
で
は
、
令

和
２
年
度
か
ら「
竹
田
市
文
化
財
保

存
活
用
地
域
計
画
」の
策
定
に
と
り

か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
地
域
で
消
え
つ
つ

あ
る
伝
統
や
文
化
を
守
る
た
め
に

“
地
域
の
特
色
と
し
て
後
世
に
継
承

す
べ
き
も
の
”を
対
象
と
し
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
継
承
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
を
具
体
的
に
記
載
す
る
も

の
で
す
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
市
内
に

あ
る
文
化
財
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

各
地
域
に
調
査
員
が
訪
問
し
て
聞
取

り
や
写
真
撮
影
な
ど
の
調
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
文
化
財
課　

☎
63
―

４
８
１
８

「
緑
の
募
金
」秋
期
緑
化
用
苗
木

を
無
料
配
布
し
ま
す

　

森
林
の
保
護
・
育
成
・
愛
護
思
想

の
普
及
の
た
め
、
緑
化
用
苗
木
の
無

料
配
布
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
荻
地

域
と
直
入
地
域
が
対
象
で
す
。
竹
田

地
域
と
久
住
地
域
は
、
春
期
に
配
布

を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
苗
木
は
原
則
１
人
１
本
で
、

な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

配
布
日
時
及
び
場
所

荻
地
域　

11
月
10
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時（
荻
支
所
前
駐
車
場
）

直
入
地
域　

11
月
11
日
㈬　

午
後
２

時
～
３
時（
直
入
支
所
前
駐
車
場
）

問
農
政
課
林
業
振
興
室　

☎
63
―

４
８
０
５

試
験
・
講
習

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

対
象
者　

消
防
法
施
行
規
則
第
31
条

の
６
第
６
項
及
び
平
成
12
年
消
防
庁

告
示
第
11
号
に
規
定
す
る
受
講
資
格

を
有
す
る
方

講
習
日　

第
１
種　

令
和
３
年
２
月

３
日
㈬
～
５
日
㈮
／
第
２
種　

令
和

３
年
２
月
17
日
㈬
～
19
日
㈮

会
場　

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分（
大
分
市
金
池
南
１
―

５
―

１
）

受
付
期
間　

12
月
16
日
㈬
～
25
日
㈮

受
講
料　

第
１
種
・
第
２
種
の
区
分

ご
と
に
３
万
２
３
０
０
円（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）

※
受
講
料
の
ほ
か
、
合
否
判
定
通
知

郵
送
料
84
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
科
目
免
除
の
あ
る
方
は
受
講
料
が

変
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
当
協
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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たけたんインフォ

・
（
一
財
）大
分
県
消
防
設
備
安

全
協
会（
〒
８
７
０
―

０
０
２
３　

大

分
市
長
浜
町
２
―

12
―

10　

昭
栄
ビ
ル

４
階
）　

☎
０
９
７
―

５
３
７
―

３
１
２
５

令
和
２
年
度

第
２
回
消
防
設
備
士
試
験

日
時　

令
和
３
年
１
月
31
日
㈰　

午

前
10
時
～

会
場　

大
分
県
教
育
会
館
ま
た
は
Ｉ

Ｖ
Ｙ
大
分
高
度
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門

学
校

試
験
種
類　

全
類

願
書
の
配
布　

各
消
防
本
部（
局
）、

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大

分
県
支
部

受
付
期
間　
〔
電
子
申
請
〕11
月
27
日

㈮
～
12
月
７
日
㈪
／〔
書
面
申
請
〕11

月
30
日
㈪
～
12
月
10
日
㈭

・
（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
大
分
県
支
部（
〒
８
７
０
―

０
０

２
３ 

大
分
市
長
浜
町
２
―

12
―

10　

昭
栄
ビ
ル
２
階
） 

☎
０
９
７
―

５
３
７
―

０
４
２
７

防
災
管
理
新
規
講
習

日
時　

12
月
17
日
㈭

会
場　

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分（
大
分
市
金
池
南
１
―

５
―

１
）

受
付
期
間　

11
月
５
日
㈭
～
12
日
㈭

受
講
料　

７
千
円

定
員　

45
人

申
込
方
法　

日
本
防
火
・
防
災
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む
か
、

受
講
申
込
書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
送
付

・
（
一
財
）日
本
防
火
・
防
災
協

会（https://w
w

w
.n-bouka.or.jp/

）

☎
０
３
―

３
５
９
１
―

７
１
２
１

FAX
０
３
―

３
５
９
１
―

７
１
３
０

　

０
３
―

６
８
１
２
―

７
１
４
０

募
　
集

令
和
３
年
度

大
学
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

　

奨
学
金
は
無
利
子
の
貸
与
で
す
。

文
系
学
部
、理
工
系
学
部
問
わ
ず（
但

し
、
医
学
部
や
薬
学
部
国
家
試
験
課

程
除
く
）、
申
込
者
の
中
か
ら
里
見

奨
学
金（
給
付
）に
推
薦
し
ま
す
。

出
願
資
格　

保
護
者
等
が
県
内
に
住

所
を
有
し
、
学
校
教
育
法
第
１
条
に

規
定
す
る
大
学（
通
信
に
よ
り
教
育

を
行
う
課
程
、
別
科
、
専
攻
科
及
び

大
学
院
を
除
く
）及
び
短
期
大
学
に

在
学
、
ま
た
は
進
学
を
希
望
す
る
方

で
当
会
の
定
め
る
基
準
を
満
た
す
方

出
願
期
間　

11
月
２
日
㈪
～
12
月
28

日
㈪（
消
印
有
効
）

貸
与
期
間　

令
和
３
年
４
月
か
ら
在

学
す
る
学
校
の
正
規
の
最
短
修
業
期

間令
和
２
年
度  

自
衛
官
募
集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

対
象
者　

中
卒（
見
込
含
む
）17
歳
未

満
の
男
子

試
験
日　

令
和
３
年
１
月
23
日
㈯

会
場　

大
分
合
同
庁
舎
４
階（
予
定
）

受
付
期
間　

推
薦
は
11
月
30
日
㈪
ま

で
／
一
般
は
令
和
３
年
１
月
６
日
㈬

ま
で

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
竹
田

地
域
事
務
所　

☎
63
―

３
３
２
０

地元で働いてみませんか？

ふるさと求人情報
①介護職　１人　15～20.5万円
②調理見習い　１人　16～20万円
③軽作業スタッフ　１人　13.8～14.9万円
④養豚場作業員　３人　17.6万円
⑤管理栄養士　１人　19.1～28.1万円
⑥一般事務員　１人　15～16万円
⑦看護補助者　１人　14.5～17.1万円
⑧配管工　１人　15～25万円
⑨自動車整備員　１人　14.5～24万円
⑩医療事務　１人　14～17万円
⑪大型運転手　１人　17.6～22万円
⑫現場作業員　３人　18～25万円

〔パート求人〕（時給）
⑬販売員　１人　940円
⑭施設での介護　１人　792～1022円
⑮保育士　１人　810円
⑯作業員及び配達　４人　850～1000円
⑰ホテル清掃員　２人　800円
⑱調理員　１人　800～910円
⑲清掃作業員　１人　800～820円
⑳登録ヘルパー　２人　830～1390円
㉑惣菜担当者　２人　850円
㉒生花販売及び配達　1人　800～900円
㉓本部事務員　1人　800円
㉔ガソリンスタンド販売員　３人
　800～1200円
問竹田市ふるさとハローワーク ☎63-1101

募集人員及び貸与月額
一般奨学金 伊藤隼・マサ代・孝子奨学金

募集人員　100人 募集人員　５人（１年生）

貸与金額（月額） 貸与金額（月額）

学校区分 自宅 自宅外 学校区分 自宅 自宅外

国公立大学
（　）内は短大

39,000円
（39,000円）

43,000円
（43,000円） 国公立大学 50,000円 56,000円

私立大学
（　）内は短大

46,000円
（45,000円）

54,000円
（51,000円） 私立大学 59,000円 69,000円

問（公財）大分県奨学会　☎097-506-5620　http://www.d-b.ne.jp/syogaku/
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令
和
３
年
度

県
立
盲
学
校
幼
稚
部
入
学
者
募
集

対
象

〇
両
眼
の
視
力
が
お
お
む
ね
０
・
３

未
満
、
ま
た
は
視
力
以
外
の
視
機

能
障
が
い
が
高
度
な
幼
児
で
、
拡

大
鏡
等
の
使
用
に
よ
っ
て
も
文
字

等
の
視
覚
に
よ
る
認
識
が
困
難
な

幼
児

〇
視
覚
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と

し
、
他
の
障
が
い
を
併
せ
有
す
る

幼
児

〇
知
的
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と

し
、
視
覚
障
が
い
を
併
せ
有
す
る

幼
児

〇
県
内
に
在
住
し
、
平
成
27
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
30
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児

出
願
期
間　

令
和
３
年
１
月
４
日
㈪

～
15
日
㈮
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
出
願
書
類
は
令
和
３
年
１
月
４
日

㈪
か
ら
配
布

入
学
希
望
者
面
談
期
間　

令
和
３
年

１
月
18
日
㈪
～
21
日
㈭
の
午
後
３
時

～
４
時

問
大
分
県
立
盲
学
校（
〒
８
７
０
―

０

０
２
６  

大
分
市
金
池
町
３
―

１
―

75
）

☎
０
９
７
―

５
３
２
―

２
６
３
８

FAX
０
９
７
―

５
３
２
―

２
６
３
６

公
共
職
業
訓
練

１
月
受
講
生
募
集

　

再
就
職
を
目
指
す
方
を
対
象
と
し

た
就
職
に
必
要
な
知
識
と
技
能
を
学

ぶ
職
業
訓
練（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
）の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
コ
ー
ス　

３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科
、

溶
接
施
工
技
術
科
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・

リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
、
設
備
技
術
科

※
社
会
人
に
な
る
上
で
必
要
な
基
礎

ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
１
か
月
間
の
導
入
講
習
付
き
の

コ
ー
ス
で
す
。

訓
練
期
間　

令
和
３
年
１
月
７
日
㈭

～
７
月
27
日
㈫

募
集
期
間　

11
月
２
日
㈪
～
25
日
㈬

受
講
料　

無
料

※
訓
練
コ
ー
ス
説
明
会
を
11
月
17
日

㈫
に
行
い
ま
す
。

・

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
大
分
市
皆
春
１
４
８
３
―

１
）　

☎
０
９
７
―

５
２
９
―

８
６
１
５

相
談
会

目
と
見
え
方
の
教
育
相
談
会

　

大
分
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
に

関
わ
る
巡
回
教
育
相
談
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

日
時　

12
月
７
日
㈪　

午
前
10
時
～

午
後
３
時

会
場　

豊
後
大
野
市
教
育
委
員
会

（
豊
後
大
野
市
役
所
）

対
象　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
幼
児
、

児
童
、
生
徒
、
成
人
及
び
そ
の
保
護

者
や
関
係
者（
保
育
士
・
教
員
等
）

相
談
内
容　

家
庭
で
の
接
し
方
や
、

保
育
・
教
育
・
医
療
に
関
す
る
こ
と

申
込
方
法　

希
望
者
は
竹
田
市
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課（
☎
63
―

４
８
３

３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、「
相

談
票
」を
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
高
校
生
以
上
の
方
は
盲

学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

11
月
27
日
㈮

問
大
分
県
立
盲
学
校

☎
０
９
７
―

５
３
２
―

２
６
３
８

※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

公営住宅の入居者を募集します

１．公営住宅（14戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　考

竹田
玉来第１団地 １ 単身可
七里団地　B棟 ２ 詳細は住宅管理センターへ
下矢倉団地　B棟 １ 世帯

荻
桜住宅 ２ 世帯
栄住宅 １ 世帯

久住

さくら団地 １ 世帯
桐迫住宅 ２ 世帯
田向住宅 １ 単身可
池の口住宅 ３ 単身可

２．特定公共賃貸住宅（２戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　考
竹田 七里団地　F棟 ２ 単身　35歳以下

申込方法　竹田市住宅管理センター（市役所建設課横）に備え
付けの入居申込書に必要事項を記入のうえ、提出
してください。

※入居資格には所得等の条件があります。詳しい内容につい
てはお問い合わせください。

募集期間　11月５日㈭～13日㈮　※土･日を除く
抽 選 日　11月19日㈭　午前10時～（市役所）
入居指定日　令和３年１月６日㈬
※次回の募集月は令和３年２月です。詳細は大分県住宅供給

公社のホームページをご覧ください。
問竹田市住宅管理センター　☎63-4400
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児
童
虐
待
は
、
社
会
全
体
で
解
決

す
べ
き
重
要
な
問
題
で
す
。
子
育
て

を
地
域
で
支
え
、
虐
待
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

児
童
虐
待
と
は
？ 

①
身
体
的
虐
待
　

　

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
激
し
く
揺

さ
ぶ
る
な
ど

②
性
的
虐
待
　

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行

為
を
見
せ
る
な
ど

③
ネ
グ
レ
ク
ト

　

食
事
を
与
え
な
い
、
放
置
す
る
、

病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

④
心
理
的
虐
待

　

暴
言
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
、

子
ど
も
の
前
で
家
族
に
暴
力
を
ふ
る

う（
Ｄ
Ｖ
）な
ど

体
罰
等
に
よ
ら
な
い
子
育
て
の
た
め
に 

～
み
ん
な
で
育
児
を
支
え
る
社
会
に
～

　

体
罰
は
今
年
４
月
か
ら
法
律
で
禁

止
さ
れ
、「
た
た
か
な
い
・
ど
な
ら

な
い
子
育
て
」を
、
国
を
あ
げ
て
推

進
し
て
い
ま
す
。
し
つ
け
は
、
社
会

性
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
導
く
こ

と
で
す
が
、
体
罰
は
力
に
よ
っ
て
押

さ
え
つ
け
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
行
為

で
、
子
ど
も
の
攻
撃
性
を
増
加
さ
せ
、

精
神
的
な
問
題
を
招
く
な
ど
の
悪
影

響
を
与
え
ま
す
。

　

イ
ラ
イ
ラ
し
た
と
き
の
対
処
法

（
い
っ
た
ん
そ
の
場
を
離
れ
る
、
窓

を
開
け
て
風
に
当
た
る
、
深
呼
吸
す

る
、
ガ
ム
を
噛
む
等
）を
も
ち
、
ひ

と
り
で
頑
張
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
周
囲
の
方
も
、
と

も
に
子
育
て
す
る「
共
育
」に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

「
１い
ち

８は
や

９く（
無
料
）」

　

虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
、「
１
８
９
」

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の

声
が
虐
待
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見

に
つ
な
が
り
、
子
ど
も
を
守
る
大
き

な
一
歩
と
な
り
ま
す
。
匿
名
で
行
う

こ
と
も
で
き
、
内
容
に
関
す
る
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

○
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
全
国
共
通
ダ

イ
ヤ
ル「
＃
８
０
０
８
」

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
ま
い
る
」　

☎
63
―

４
８
２
３

11 月の休日及び夜間の在宅当番医院
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

１㈰ 大久保病院 ☎64-7777 16㈪ 道全内科 ☎63-2270

２㈪ 道全内科 ☎63-2270 17㈫ 志賀内科 ☎63-2083

３㈫ 竹田医師会病院 ☎63-3241 18㈬ 秦医院 ☎63-2246

４㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 19㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

５㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 20㈮ 竹田クリニック ☎64-9000

６㈮ 志賀内科 ☎63-2083 21㈯ 大久保病院 ☎64-7777

７㈯ 大久保病院 ☎64-7777 22㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

８㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 23㈪ 大久保病院 ☎64-7777

９㈪ 道全内科 ☎63-2270 24㈫ 志賀内科 ☎63-2083

10㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 25㈬ 安西皮膚科 ☎63-3232

11㈬ 志賀内科 ☎63-2083 26㈭ 柚須医院 ☎63-2016

12㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 27㈮ 竹田医師会病院 ☎63-3241

13㈮ 柚須医院 ☎63-2016 28㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

14㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 29㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

15㈰ 大久保病院 ☎64-7777 30㈪ 道全内科 ☎63-2270

受付時間　平日夜間　  18：00～21：00　土曜日  13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　  9：00～21：00
注意事項
・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら

うようお願いします。
・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前

に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。
・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番病院を受診してください。
※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新

の情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧
いただくか、竹田市消防署（☎63-0119）でも確認できます。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

11／１㈰ ごとう歯科口腔外科クリニック（三重町赤嶺） ☎0974-22-1118
11／３㈫ 久住加藤医院歯科診療部（久住町久住）☎0974-64-3232
11／８㈰ 杉山歯科医院（犬飼町田原） ☎097-578-0101
11／15㈰ 長湯ごとう歯科（直入町長湯） ☎0974-75-3001
11／22㈰ 杉山歯科医院（臼杵市野津町） ☎0974-32-2167
11／23㈪ 竹田市荻町歯科診療所（荻町馬場） ☎0974-68-3263
11／29㈰ 高倉歯科医院（緒方町馬場） ☎0974-42-3622
12／６㈰ ふじさわ歯科医院（竹田市竹田） ☎0974-64-1118
12／13㈰ フレンド歯科（三重町赤嶺） ☎0974-22-8828

※竹田市歯科医師会が実施していました当番医院体制は、４月
から竹田市歯科医師会と豊後大野市歯科医師会による輪番体
制となりました。

※診療時間　9：00～12:00（受付11:30まで）
※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームページ

でも確認することができます。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

11／１㈰ 豊後大野市民病院
11／３㈫ 豊後大野市民病院
11／７㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
11／８㈰ 豊後大野市民病院
11／14㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
11／15㈰ みやわき小児科
11／21㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
11／22㈰ 豊後大野市民病院
11／23㈪ 豊後大野市民病院
11／28㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
11／29㈰ 豊後大野市民病院
12／５㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
12／６㈰ 豊後大野市民病院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）
　みやわき小児科（☎0974-24-0230）
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）
　竹田市立こども診療所（☎63-3838）
受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00）
診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）
受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる
場合があります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署

（☎63-0119）に電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの
場合には、あらかじめ用意された約束処方となることがあります。
なお、毎月の当番表については、「おおいた医療情報ほっとネット」
で公開しています。

休日・夜間の在宅当番医院／健康一直線

市民が主役！

健康一直線
  第15回   11月は「児童虐待防止

推進月間」です 
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コンサート企画募集！ 竹田版アーティスト支援事業
　大分ゆかりのプロのアーティストにコンサート企画を公募します。
募集締切　12月25日㈮ 必着
実施期間　10月下旬～令和３年３月31日㈬
※支援内容、参加資格や応募方法等詳細は、グランツたけたホー

ムページをご覧ください。

11月のイベント情報

スガダイロー　ピアノソロ
日　時　11月14日㈯　18:30開場　19:00開演
会　場　キナーレ
入場料　一般2,500円　高校生以下1,000円
　　　　（自由席／当日500円増）

“ふら×きら”コンサート vol.21
「ライブ・フェスティバル in OITA」 

ピアノアンサンブル＆街角ピアノまつり
日　時　11月21日㈯　12:30 開場　13:00開演
会　場　廉太郎ホール
出　演　山﨑麻衣、古賀美代子、穴井友香里、吉元優喜乃
入場料　無料　※要事前申込
定　員　340名
入場料　無料　※要事前申込
主　催　文化庁、（公社）日本芸能実演家団体協議会、ライブ・フェ

スティバルin OITA実行委員会

耕す里の神楽舞　高千穂の夜神楽×御嶽神楽
日　時　11月22日㈰　13:00開場
　　　　13:30開演  16:00終演 (予定)
会　場　廉太郎ホール
入場料　一般1,500円
　　　　市民価格1,000円
　　　　高校生以下無料（全席指定）

グランツ映画館“玉洗劇場” 『ひまわり』50周年HDレストア版
　1970年の初公開から50年を経てもなお愛される作品が、最
新技術により色鮮やかに蘇りました。各回上映前に、小町美
佳（ピアノ）、森田良平（コントラバス）によるミニコンサート

「ヘンリー・マンシーニ映画音楽の世界」を開催します。
日　時　11月29日㈰  10:00／14:00／18:00
　　　　（１日３回上映、各回20分前開場）
会　場　キナーレ　 上映時間　107分  
入場料　前売　一般1,000円
　　　　　　　高校生以下500円
　　　　当日　一般1,200円
　　　　　　　高校生以下600円

新型コロナウイルス感染防止について
　グランツたけたでは、全国公立文化施設協会作成のガイドラ
インに沿って、新型コロナウイルス感染拡大防止に十分配慮し
事業を実施します。ご来場の際は、咳エチケット、マスク着用、
手洗い・手指消毒の徹底をお願いします。咳・咽頭痛等症状が
ある方、37.5℃以上の熱のある方はご入場できません。

チケット取り扱い
グランツたけた窓口またはライブポケットにて
※入場料はすべて消費税込
※窓口は9:00～19:00（休館日を除く）
※３歳未満・未就学児入場不可公演は有料託児サービス有
　（要事前申込）

お問い合わせ
グランツたけた　☎63-4837

ホームページ　http://www.taketa-city.com/glanz/

　国内外から合唱団が集う合唱のお祭り「コロ・フェスタ2020 in 
たけた」は来年11月に延期となりました。来年の開催を盛り上げる
ために「プレ・コロ・フェスタ in たけた」を開催し、動画配信しま
す。観覧ご希望の方は、グランツたけたまで事前にお問い合わせ
ください。
日　時　11月８日㈰  13:30開場  14:00開演
会　場　廉太郎ホール　　入場料　無料（先着150席）

プログラム　ミュージカル「橋を架けよう」（グランツ演劇塾）、「佐藤義美の詩によるこどものうた」（グランツ
こども合唱塾）、「ともだちシンフォニー」（指揮：寺嶋陸也／新曲委嘱初演）

■■■  チケット発売  ■■■
小曽根真Piano SOLO LIVE !
日　時　12月６日㈰　13:30開場　14:00開演
会　場　廉太郎ホール
入場料　一般5,000円　市民価格4,000円
　　　　Gシート2,000円（全席指定）

DRUM TAO 祭響 2021 FIRST 「全力」
日　時　2021年１月４日㈪
　　　　　　　　18:30開場　19:00開演
　　　　　　　 １月５日㈫
　　　　　　　　13:30開場　14:00開演
会　場　廉太郎ホール
入場料　一般6,000円
　　　　市民価格5,000円（全席指定）

川畠成道 ヴァイオリン・リサイタル
日　時　2021年１月16日㈯ 18:00開場  18:30開演
会　場　廉太郎ホール
出　演　川畠成道（ヴァイオリン）
　　　　寺嶋陸也（ピアノ）
入場料　一般3,500円　市民価格 2,500円
　　　　高校生以下1,000円（全席指定）

佐藤美枝子 ソプラノ・リサイタル
日　時　2021年２月14日㈰
　　　　開場14:30  開演15:00
会　場　廉太郎ホール
出　演　佐藤美枝子（ソプラノ）
　　　　河原忠之（ピアノ）
入場料　一般4,000円
　　　　市民価格3,000円
　　　　Gシート1,000円（全席指定）
チケット発売開始　11月14日㈯  10:00～

吉本ミニ新喜劇＆バラエティ in たけた
日　時　2021年２月27日㈯
　　　　昼の部13:00／夜の部18:00
会　場　廉太郎ホール
出　演　間寛平、月亭太遊、野良レンジャー ほか
入場料　一般5,000円　市民価格4,000円
　　　　Gシート3,000円
チケット発売開始　11月21日㈯　10:00～

グランツたけたからのお知らせ
「プレ・コロ・フェスタ in たけた」 公開収録 観覧希望者募集

©久富健太郎

 ©武藤  章

間　寛平

 ©K.Miura

高千穂の夜神楽
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11月

開館のご案内

新刊のご案内

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）
　開館時間  午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）
　開館時間  午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717／FAX 76-0724）
直入図書室（TEL 75-2211／FAX 75-2217）
　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

【一般書】
・灯台からの響き［集英社］　　　　　　　　　　　宮本　輝
・半沢直樹 アルルカンと道化師［講談社］　　　   池井戸　潤
・帝都争乱 －サーベル警視庁２－［角川春樹事務所］

　今野　敏
・心淋し川［集英社］　　　　　　　　　　　　　西條　奈加
・銀閣の人［KADOKAWA］　　　　　　　　　　  門井　慶喜
・あなたのご希望の条件は［祥伝社］　　　　　　瀧羽　麻子
・明るい覚悟－こんな時代に－［朝日新聞出版］　落合　恵子
・新解釈 現代語訳 法華経［幻冬舎］　　　　　  石原　慎太郎
・中野京子の西洋奇譚［中央公論新社］　　　　　中野　京子
・マル農のひと［左右社］　　　　　　　　　　　金井　真紀
・人は顔を見れば99％わかる［河出書房新社］

佐藤ブゾン貴子
・シニア六法［KADOKAWA］　　　　　　　　　  住田　裕子
・子どもにいいこと大全 －自律神経をととのえる62の習慣－

［主婦の友社］　　　　　　　　　　　　　主婦の友社　編

【児童書】
・ムーンヒルズ魔法宝石店４ 魔法の絵筆としあわせの呪文

［講談社］　　　　　　　　　　　　　　あんびる　やすこ
・科学探偵VS.暴走するAI（前編）［朝日新聞出版］

佐東　みどり　ほか
・青春！卓球部［新日本出版社］　　　　　　　　　横沢　彰
・宇宙の神秘 －時を超える宇宙船－［岩崎書店］

ルーシー・ホーキング
・集めてわかるぬけがらのなぞ －ゲッチョ先生のぬけがら

コレクション－［少年写真新聞社］　　　　　　　盛口　満
・こども文様じてん［平凡社］　　　　　　　　　下中　菜穂
・おやこでよもう！金子みすゞ そらののはらのまんなかで

［JULA出版局］ 　　　　　　　　　　　　  松本　春野　絵
・ねこは るすばん［ほるぷ出版］　　　　　　　   町田　尚子
・おとうふ ２ちょう［ポプラ社］

くろだ　かおる　作／たけがみ　たえ　絵
・まほうのあめだま［金の星社］

安房　直子　作／いもと　ようこ　絵
・びーだまふくろう［ほるぷ出版］

マランク・リンク　作／マルタイン・ファン・デル・リンデン　絵
ほか　250冊ほど入りました。

司書おすすめの一冊
「類」

「水は農家の魂　奥豊後水路物語」

「山のトントン」

朝井　まかて　　集英社

岡の里事業実行委員会

やえがし　なおこ　作／松成　真理子　絵　　講談社

　何不自由なく暮らした少年時代。父の死
という大きな喪失感を抱えパリで遊学した
青年時代。戦後の困窮から心機一転、書店
を開業。やがて文筆家の道へ―。明治の文
豪・森鴎外の末子として生まれた宿命を背
負い、何者かであろうともがき続けた森類。
その愛と苦悩に満ちた生涯が鮮やかに蘇
る、筆者渾身の感動超大作です。

　大野川、大分川の源流域にあり、水の豊
富な里としてのイメージがある竹田市。し
かし、現在に至るまでに長い年月と多くの
困難を要して井路を切り開いた歴史があり
ます。普段何気なく見過ごしている井路も、
調べていくとさまざまな経過が秘められて
います。
　本書は、市内をくまなく流れる井路の歴
史や特徴を、エピソードなどを交えてわか
りやすく紹介した一冊です。

　元気なくまの子どもトントンはあそぶの
もドーナツも大好き。ある日、ドーナツの
とりあいでおにいちゃんとけんかになると、
おとうさんに怒られ、おにいちゃんといっ
しょに家を追い出されてしまい・・・。く
まの子トントンといっしょにハラハラドキ
ドキが楽しめる一冊です。

香山　美子　作／柿本　幸造　絵　　ひさかたチャイルド

「どうぞのいす」

　うさぎさんがちいさないすをつく
りました。うさぎがつくったしるし
にいすに短いしっぽをつけました。

「どうぞのいす」の立て札を立てて大
きな木の根元におきました。さて最
初にやってきたろばさんがすわるお
礼に置いたどんぐりはどうなったの
でしょう？
　柿本幸造さんの絵が優しくてあったかいこの一冊をぜひ
読んであげてください。

児童書

郷土の本

　イチョウの葉も色づき秋の深まりを感じるこの頃ですね。秋の夜長
に本を開いてみませんか？読書の秋真っ只中！ぜひ図書館に足を運
んでみてください！！

おはなしひろば　　毎週火曜日　10：30～11：00
おはなしルーム　　竹田幼稚園　11月12日㈭　14:00～14:30
　　　　　　　　　南部幼稚園　11月19日㈭　14:00～14:30
たけのこ文庫のおはなし会　　　11月14日㈯　15:00～15:30

今月の読み聞かせ

一般書

読み聞かせに
おすすめの

一冊
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市長コラム
〈第134回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが  『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

　

歴
史
文
化
を
今
に
ど
う
活
か
す
か
、
そ
こ
に
歴

史
を
学
ぶ
本
当
の
意
義
が
あ
る
の
だ
。
そ
う
教
え

て
く
れ
た
の
は
、
歴
史
小
説『
宮
本
武
蔵
』を
書
い

た
作
家
の
吉
川
英
治
先
生
で
あ
っ
た
。

　

若
き
頃
、
宮
本
武
蔵
を
読
み
終
え
て
、
そ
の
あ

と
が
き
で
こ
の
作
家
の
こ
の
言
葉
に
触
れ
て
、
何

だ
か
未
来
が
見
え
て
き
た
よ
う
な
気
に
な
っ
た
の

を
思
い
出
す
。

　

さ
て
。
10
月
３
日
は
国
道
57
号
線
の
全
線
開
通

を
祝
う
会
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
グ
ラ
ン
ツ
で
開
催

さ
れ
た
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
中
嶋
彰
子
さ
ん
の
レ
ク

チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
か
け
た
。

　

前
日
の
２
日
は
中
嶋
さ
ん
の
表
敬
訪
問
を
い
た

だ
い
た
が
、
そ
の
前
に
私
は
今
回
彼
女
が
披
露
し

て
く
れ
る
マ
ダ
ム
・
バ
タ
フ
ラ
イ
の
モ
デ
ル
に

な
っ
た
と
さ
れ
る
竹
田
の
女
性『
お
カ
ネ
さ
ん
』が

住
ん
で
い
た
場
所
を
訪
れ
た
。
竹
田
市
観
光
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
会
の
竹
田
支
部
長
を
務
め
て
い
る
井
上

隆
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
通
称
は
烏か
ら
す

岳だ
け

で
地
元
で
は
お

カ
ネ
山
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る

ら
し
い
。
私
が
場
所
と
し
た

の
は
、家（
住
宅
）で
は
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

　

お
カ
ネ
は
ト
ー
マ
ス
・
グ

ラ
バ
ー
の
妻
と
な
っ
た
お
ツ

ル
を
頼
っ
て
長
崎
に
赴
い
た
。

お
ツ
ル
は
グ
ラ
バ
ー
と
一
緒

に
な
る
前
、
岡
藩
士
の
山
本

小
太
郎
に
嫁
入
り
し
て
一
人
娘
を
授
か
る
と
い
う

過
去
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
素
晴
ら
し
い
美
貌
と

品
格
が
備
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
容
姿
は
写

真
に
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
女
が
い
つ
も
身
に

着
け
て
い
た
着
物
の
絵
柄
が
蝶
々
で
あ
っ
た
と
さ

れ
る
。

　

長
崎
で
玉
の
輿
に
乗
っ
て
い
た
お
ツ
ル
に
勧
め

ら
れ
て
、
お
カ
ネ
は
フ
ラ
ン
ス
将
校
と
ひ
と
夏
を

過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
お
カ
ネ
は
結
婚

前
提
の
生
活
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る

が
、
実
際
は
娼
婦
と
し
て
の
立
場
だ
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
将
校
に
は
本
国
に
妻
が
い
て
、
だ
か
ら
夏
が

終
わ
る
と
フ
ラ
ン
ス
に
戻
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

お
カ
ネ
は
彼
を
信
じ
て
待
っ
て
い
た
が
、
２
度
と

帰
っ
て
く
る
こ
と
も
な
か
っ
た
わ
け
で
、
お
カ
ネ

は
失
意
の
中
、
ふ
る
さ
と
の
竹
田
に
戻
っ
た
の
で

あ
る
。

★

　

お
カ
ネ
は
竹
田
・
玉
来
の
武
家
の
出
だ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
生
家
が
没
落
。
彼
女
は
住
む

家
も
な
く
、
寺
町
の
烏
岳
の
洞
窟
に
住
み
つ
く
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
私
が
場
所
と
言
っ
た
の

は
、
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
で
も
あ
る
。

　

オ
ペ
ラ『
蝶
々
夫
人（
マ
ダ
ム
・
バ
タ
フ
ラ
イ
）』

の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
お
菊
は
、
こ
の
お
カ
ネ
だ
と

さ
れ
る
。
原
作
者
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
組
み
上
げ
た
こ

の
歌
劇
に
、
わ
が
竹
田
ゆ
か
り
の
２
人
の
女
性
が

絡
ん
で
い
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。
プ
ッ
チ
ー
ニ

が
あ
の
歌
劇
を
創
作
し
た
背
景
が
見
え
て
く
る
よ

う
で
あ
る
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
竹
田
に
は
こ
こ
に
も
世
界
に

通
用
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
話
は
竹
田
高
校
で
教
鞭
を
執
っ
て
い

た
故
後
藤
是
美
先
生
の
著
書「
狂
女
お
カ
ネ
の
生

涯
」に
詳
し
い
。

　

10
月
３
日
、
グ
ラ
ン
ツ
の
ス
テ
ー
ジ
で
中
嶋
彰

子
さ
ん
が
聴
か
せ
て
く
れ
た『
あ
る
晴
れ
た
日
に
』

は
、
一
流
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
力
量
と
い
う
も
の

を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
た
。

　

そ
の
彼
女
が
、
マ
ダ
ム
・
バ
タ
フ
ラ
イ
の
研
究

者
と
し
て
の
側
面
を
見
せ
て
く
れ
た
。
彼
女
は
瀧

廉
太
郎
記
念
館
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
裏
山
に
あ
る

お
カ
ネ
山
に
登
っ
て
く
れ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
お

カ
ネ
さ
ん
の
住
ん
だ
洞
窟
に
心
を
寄
せ
て
く
れ
た

は
ず
で
あ
る
。

　

歴
史
文
化
は
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
た
だ
の

過
去
に
な
っ
て
し
ま
う
。
世
界
に
通
用
す
る
こ
れ

ほ
ど
の
歴
史
を
、
今
に
活
か
す
道
が
見
い
出
さ
れ

た
よ
う
な
２
日
間
だ
っ
た
。

　

井
上
さ
ん
と
友
人
の
三
浦
勝
哉
さ
ん
ら
が
烏
岳

稲
荷
と
お
カ
ネ
さ
ん
の
住
ん
だ
洞
窟
を
き
れ
い
に

整
備
し
て
く
れ
て
い
る
。
人
目
に
つ
か
な
い
作
業

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
を
愛
し
、
そ
し
て
お
カ

ネ
の
こ
と
を
語
り
継
い
で
く
れ
る
。

　

こ
こ
で
も
私
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
を
教
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

マ
ダ
ム・
バ
タ
フ
ラ
イ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
か
ら
む
竹
田
の
女
性

歴
史
文
化
は
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
た
だ
の
過
去
に
な
っ
て
し
ま
う
。

←
オペラ「蝶々夫人」の
モデルともいわれる
おカネさん（中央）
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書
写
・
書
道
の
部文

部
科
学
大
臣
賞
　
姫
野　

結
（
大
分
市
立
坂
ノ
市
中
学
校
３
年
）

竹
田
市
長
賞
　
松
井　

優
奈
（
南
部
小
学
校
４
年
）

竹
田
市
議
会
議
長
賞
　
佐
藤　

亜
美
（
竹
田
高
等
学
校
２
年
）

（
一
財
）
田
能
村
竹
田
顕
彰
会
理
事
長
賞
　
堀　

恵
麗
奈
（
南
部
小
学
校
６
年
）

毎
日
小
学
生
新
聞
賞
　
松
井　

莉
緒
（
南
部
小
学
校
２
年
）

絵画の部

毎日新聞社賞
森　光汰

（都野小学校３年）

竹田市美術協会長賞
坂口　絢香

（久住小学校１年）

竹田市長賞
渡辺　奈帆

（久住小学校４年）

竹田市教育委員会教育長賞
堀　琉人

（菅生小学校２年）

大分県美術協会長賞
渡邉　結花

（久住小学校５年）

竹田市造形教育研究会長賞
廣末　啓樹

（竹田中学校１年）

竹田市観光ツーリズム協会長賞
田北　笑

（直入小学校６年）

（一財）田能村竹田顕彰会理事長賞
渡邉　のの花（久住中学校２年）

竹田商工会議所会頭賞
小代　実優（竹田小学校５年）

文
部
科
学
大
臣
賞

上
田　

俊

（
大
分
県
立
芸
術
緑
丘
高
校
３
年
）

紙上作品展
第72回  画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭

延べ2614点の応募

第72回 画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭　紙上作品展

　今回は絵画の部に1385点、書写・書道の部に1229点の応募があり、それぞれ
27点が特賞に選ばれました。
　授賞式は11月３日㈫の午前10時30分から竹田市総合文化ホール〈グランツた
けた〉で行われます。また、特賞作品については４日㈬まで同会場で展示されます。
　ここでは、文部科学大臣賞と市内の特賞受賞者の作品を紹介します。（敬称略）
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丘き
ゅ
う

陵り
ょ
う

地ち

か
ら
山
地
の
林り
ん

内な
い

か
林

の
ふ
ち
に
生
育
す
る
高
さ
４
㍍
ほ

ど
の
落ら
く

葉よ
う

低て
い

木ぼ
く

で
す
。
ガ
マ
ズ
ミ

よ
り
葉
が
細
長
く
葉よ
う

柄へ
い

の
基き

部ぶ

に

突と
っ

起き

状じ
ょ
う

の
２
個
の
托た
く

葉よ
う（
１
対つ
い

の

付ふ

属ぞ
く

体た
い

）が
あ
る
の
が
特と
く

徴ち
ょ
う

で
す
。

　

対た
い

生せ
い

す
る
葉
は
粗あ
ら

い
鋸き
ょ

歯し

が
あ

り
、
楕だ

円え
ん

状じ
ょ
う

披ひ

針し
ん

形け
い

で
先
が
と
が

り
ま
す
。
大
き
さ
は
長
さ
８
㌢
、

幅
が
４
㌢
ほ
ど
で
す
。
葉
の
裏う
ら

に

は
星せ
い

状じ
ょ
う

毛も
う（
１
か
所
か
ら
放ほ
う

射し
ゃ

状じ
ょ
う

に
分
か
れ
る
毛
）が
あ
り
、
腺せ
ん

点て
ん

（
分ぶ
ん

泌ぴ
つ

物ぶ
つ

を
た
め
た
小
さ
な
袋ふ
く
ろ

）も

あ
り
ま
す
。

　

初
夏
の
頃
、
枝
先
に
散さ
ん

房ぼ
う

花か

序じ
ょ

を
出
し
、
純
白
の
径
５
㍉
ほ
ど
の

小
さ
な
５
弁べ
ん

花か

を
た
く
さ
ん
集
め

て
咲
か
せ
ま
す
。
５
個
の
雄お

し
べ

が
長
く
突つ

き
出
て
い
ま
す
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秋
に
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径
７
㍉
ほ
ど
の
真ま

っ
赤
な
つ
や

の
あ
る
ま
る
い
果か
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つ
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ま
す
。

　

和
名
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じ
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マ
ズ
ミ
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く

の
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マ
ズ
ミ
に
比
べ
、
葉
が
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さ
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で
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ノ

莢ガ
マ
ズ
ミ

の
名
が
あ
り

ま
す
。
ガ
マ
ズ
ミ
の
語ご

源げ
ん

の
ス
ミ

は
染し
み

の
転て
ん
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説せ
つ

も
あ
り
、
は
っ
き

り
し
ま
せ
ん
。

　

竹
田
で
は
里
山
の
道
沿
い
な
ど

の
林
の
ふ
ち
で
、
ご
く
普
通
に
観

察
さ
れ
ま
す
。
花
期
は
４
月
か
ら

５
月
で
す
。

書
籍
の
紹
介

奥
豊
後
水
路
物
語

「
水
は
農
家
の
魂
」

　

岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会
に
よ
る
、

農
業
用
水
利
施
設
を
66
ペ
ー
ジ
に
わ

た
っ
て
紹
介
し
た
書
籍
で
す
。
竹
田

創
生
館
や
竹
田
観
光
案
内
所
な
ど
で

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
竹
田
創
生
館

（
☎
62
―

４
１
０
０
）ま
で
。

阿孫  久見

コバノガマズミ（レンプクソウ科）

郷土の植物
（379）

第188回



別冊　国民健康保険からのお知らせ

■収支の状況
　令和元年度竹田市国民健康保険特別会計の歳入は33
億4,666万円で、このうち６億5,736万９千円が加入者
の皆さんに納めていただいた国民健康保険税であり、
全体の19.6％となっています。
　歳出は32億7,537万円で、このうち68.7％を占める
のが、加入者の医療費公費負担や出産育児一時金など
に充てる保険給付費で22億4,978万円となっています。
　歳入から歳出を差し引いた実質収支額は、7,129万
円となっています。

■加入者の状況
　令和元年度の年間平均の被保険者数は5,911人で、
市民の約３割の方が国保に加入しています。
　国保の加入者は、75歳に到達すると後期高齢者医療
制度に移行するため、年々減少傾向にあります。

❶

令和元年度国民健康保険の状況
　国民健康保険は、職場の健康保険や後期高齢者医療制度に加入していない方などを対象とした地域保険です。
平成30年度から大分県が運営主体となったことで、加入者の皆さんに納めていただく国民健康保険税や市の負担
金、国からの交付金などを財源に運営しています。

■医療費の状況
　令和元年度の医療費総額（自己負担額を含む）は、約26億5千万円で、前年度と比較すると約１億３千万円減少し
ました。一人当たりの医療費も、448,110円と前年度に比べ減少しており、県内15位と低い位置になっています。

　疾病別では左のグラフ①のような状況となっていま
す。
　竹田市では予防可能な生活習慣病対策を重点事業と
し、発症及び重症化の予防の取り組みを行っています。
また、筋・骨格疾患対策としてフレイルに着目した取
り組みをすすめ、生涯にわたり生活の質を維持・向上
させ健康寿命の延伸を図ることをめざしています。

■特定健診の受診状況
　自分の健康状態を把握するために実施している特定健診については、上記のグラフ②で示すように例年５割程
度の受診率となっています。
　受診された方の８割が、糖尿病の指標であるHbA1cが基準値より高いという実態も明らかになっており、食事
や運動などの生活習慣の改善につなげるためにも、ぜひ特定健診を受診しましょう。

国民健康保険からのお知らせ
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１．国民健康保険の届出をお忘れなく
　職場の健康保険や後期高齢者医療制度などに加入し
ていない方は、すべて国民健康保険に加入しなければ
なりません。次のような場合は、必ず14日以内に保険
健康課または各支所で手続きをお願いします。

　《国保に入るとき》
　　●他の市町村から転入したとき
　　●職場の健康保険をやめたとき
　《国保をやめるとき》
　　●他の市町村へ転出するとき
　　●職場の健康保険に入ったとき
　《その他》
　　●就学のために転出するとき
　
　届出が遅れると、保険税は加入の資格を得た月まで
遡って納めなければなりません。その間にかかった医
療費は全額自己負担になります。また、喪失の届出が
遅れ、国保の資格がなくなった後に国保の保険証を
使って診療を受けた場合には、国保が負担した医療費
を返還していただくことになります。
　保険税の計算は前年１月から12月の課税所得金額を
基に行います。忘れずに申告を行いましょう

２．お医者さんにかかるとき
　病院などの窓口で保険証などを提
示すれば、年齢などに応じた負担割
合を支払うだけで、診察を受けるこ
とができます。

○自己負担割合

義務教育
就学前まで

義務教育
就学～69歳

70歳～74歳
現役並み
所得者

現役並み所得者以外
（一般、低所得Ⅰ・Ⅱ）

２割 ３割 ３割 ２割

■一部負担金の減免
　災害などの特別な事情により収入が著しく減少し、
一定基準以下となった場合、病院などの窓口で支払う
一部負担金の猶予・減額・免除が受けられることがあ
ります。
　詳しくは、国保の窓口までお問い
合わせください。

３．いったん全額自己負担したとき
　次のような場合、医療費はいったん全額自己負担と
なりますが、申請して審査で認められれば、自己負担
分を除いた額があとから払い戻されます。
　申請手続きについては、国保の窓口にお問い合わせ
ください。
①やむを得ず保険証を使わないで診療を受けたとき
②医師が認めたあんま、はり、灸、
　マッサージ
③医師の指示で購入した治療用補装具
④海外で診療を受けた場合　など

４．子どもが生まれたとき
　被保険者が出産したとき、出産育児一時金として１
子につき、40万４千円（産科医療補償制度に加入して
いる医療機関で出産した場合は１万６千円加算）が支
給されます。原則として国保から医療機関に直接支払
われます（直接支払制度）。妊娠12週(85日)以降であれ
ば、死産・流産でも支給されます。
　直接支払制度を利用しなかった場
合や、直接支払制度を利用した場合
で出産費用が上記金額に満たない場
合は、国保の窓口で申請が必要です。

５．被保険者が亡くなったとき
　被保険者が亡くなったとき、申請により葬祭を行っ
た方に葬祭費が２万円支給されます。

■交通事故などにあったときは届出を忘れずに
　交通事故をはじめ、第三者の行為によって傷病を
受けた場合にも国保で治療を受けることができま
す。
　本来、治療費は加害者
が支払うものですが、一
時的に国保が立替払いを
して、あとから国保が加
害者に費用の請求をしま
す。示談の前に必ず届け
出るようにしてください。 

❷

国民健康保険からのお知らせ

国保ではこんな給付が受けられます
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■入院や高額な外来治療を受ける場合の事前申請
　外来でも、入院でも、個人単位で一医療機関の窓口での支払いは限度額までとなります。ただし、限度額は所
得区分により異なるため「限度額適用認定証※」の提示が必要な方がいます。認定証が必要な方は事前に交付申請
をしてください。保険税を滞納していると認定証が交付されない場合があります。
※住民税非課税世帯の方は「限度額適用・標準負担額減額認定証」
　〈認定証の提示が必要な方〉　・70歳未満の方
　　　　　　　　　　　　　　・70歳から74歳までの低所得者Ⅰ・Ⅱの方
　　　　　　　　　　　　　　・70歳から74歳までの現役並み所得者Ⅰ・Ⅱの方

■高額療養費支給申請簡素化について（70歳から74歳までで以下の①～③の条件を満たす世帯）
　高額療養費の支給申請について、高額療養費が支給該当となった月ごとに支給申請手続きが必要です。ただし
以下の条件を満たす70歳から74歳までの方は、高額療養費に該当した時に一度申請をしていただき、申請時に指
定された振込口座にそれ以降の高額療養費を自動で振り込みます。（簡素化）
　簡素化の対象は、竹田市の国民健康保険に加入している世帯のうち以下のすべてに該当する世帯です。該当の
世帯には、申請書をお送りします。
①高額療養費に該当した月の初日において世帯主（擬制世帯主を除く）及び世帯に属する被保険者が70歳から74歳

である世帯
②国民健康保険税の滞納が無い世帯
③再審査により支給済の高額療養費に変更が生じた場合、次回以降の高額療養費で調整されることを了承する世

帯
　一度簡素化の対象になった場合でも以下に該当した場合は簡素化の対象から外れます。その後は、高額療養費
に該当するたびに申請が必要になります。
・70歳未満の方が、国民健康保険に加入した場合
・保険税の滞納がある場合 

❸

■70歳未満の方の場合
　同じ方が同じ月内に同じ医療機関で支払った自己負
担額が、下表の自己負担限度額を超えた場合、その超
えた分が支給されます。なお、同じ世帯で、同じ月内
に21,000円以上の自己負担額を２回以上支払った場
合、それらを合算して限度額を超えた分が支給されま
す。

所得区分 自己負担限度額 多数該当
ア：基礎控除後の所得
　　901万円超

252,600円＋（総医療費
−842,000円）×1％ 140,100円

イ：基礎控除後の所得
　　600万円超～901
　　万円以下

167,400円＋（総医療費
−558,000円）×1％ 93,000円

ウ：基礎控除後の所得
　　210万円超～600
　　万円以下

80,100円＋（総医療費
−267,000円）×1％ 44,400円

エ：基礎控除後の所得
　　210万円以下 57,600円 44,400円

オ：住民税非課税 35,400円 24,600円
※多数該当とは、年4回以上該当した場合の4回目以降の限度額。

■70歳～74歳の方の場合　
　外来（個人単位）の限度額を適用後、入院と合算して
世帯単位の限度額を適用します。病院・診療所、歯科
の区分なく合算します。

所得区分
自己負担上限額（月額）

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現
役
並
み
所
得
者

Ⅲ課税所得
690万円以上

252,600円＋（医療費−842,000円）×1％
〈多数該当140,100円〉

Ⅱ課税所得
380万円以上

167,400円＋（医療費−558,000円）×1％
〈多数該当93,000円〉

Ⅰ課税所得
145万円以上

80 ,100円＋（医療費−267,000円）×1％
〈多数該当44,400円〉

一　　　般
18,000円

〈年間上限　
　144,000円〉

57,600円
〈多数該当44,400円〉

低所得者Ⅱ
8,000円

24,600円
低所得者Ⅰ 15,000円

※一般とは、Ⅲ～Ⅰ課税所得、低所得Ⅱ・Ⅰ以外の方です。
※低所得者Ⅱとは、非課税世帯の方です。
※低所得者Ⅰとは、非課税世帯で、世帯の所得が一定以下の方です。

６．医療費の自己負担が高額なとき
　医療費の自己負担額が高額になったとき、自己負担限度額を超えた分が申請により高額療養費として支給され
ます。

○国保の窓口及び申請場所
　保険健康課 ☎63-1111（内線177・178・179）
　または各支所
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